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    「暑い……ですねー……」


    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    　ジンジンが死体のような声でそういった。


    　校庭の隅すみにあるこの部室は、良いロケーションに建っていることもあって、夏になっても意外と過ごしやすい場所だった。


    　直ちよく射しや日光は窓まど辺べをかすめて行っていたし、風の通り道にあるおかげで、林からの涼すずしい風が、表の窓と裏の窓との間をダイレクトに通り抜けてゆく。


    　──が、しかし。


    　衣ころも替がえもとっくに終わって、こうして七月も近づいてくると、太陽の高さがだんだんと変わり、天てん井じようをじりじりと焼き焦こがすようになってきた。


    　それでも風があれば快かい適てきなのだが、本日はあいにくと、まったくの無む風ふう状態。


    　屋根が直ちよつ火かで炙あぶられて、部室の中は、蒸むし風ぶ呂ろの状態。


    「ジンジンたるんでない？　まえはしんとーをめっしたら、なんちゃらかんちゃらーって、カッコつけて平気なフリしていたのに」


    「心しん頭とうを滅めつ却きやくすれば火もまた涼し、ですけれど。僕も人間ですからね。さすがにこれだけ暑かったらこたえますよ」


    　クールキャラで通しているジンジンだが、今日ばかりは、ライトノベルにも手がついていない。本は広げられたままで机つくえに伏ふせられている。


    「小こ森もりさんだって汗あせをかいているくらいです。だからしかたがないんです」


    　話題にのぼった小森さんは、部室の片隅でサスペンドしていた。顎あご先さきに伝わった汗の一いつ滴てきが、いまにも落ちそうで落ちなくて──。ぎりぎりの平へい衡こうを、さっきからずっと保たもち続けている。


    　そんな小森さんが脇わき汗あせをかいているかどうかは──誰も確かめようとしない。武士の情なさけというやつだ。


    「そういえばこんな時期にだけ行おこなえる、いかにもＧグツＪジヨ部ぶ的な遊びがありましたっけ」


    　ジンジンが下敷きで首くび筋すじを扇あおぎながら、なんの気なしにそう言った。


    「えっ？　なになに？　水遊びっ？　水みず鉄でつ砲ぽう？　それとも水風船で爆ばく撃げき合がつ戦せんでもやるのっ？」


    「これまでやったことのない遊びですよ。──ガマン大会っていうんですけど」


    「うげっ」


    　霞かすみはあからさまに嫌いやそうな顔になった。


    「どんな遊びですの？」


    　聖せい羅らがすこし関心を示す。暑さをすこしでも紛まぎらわせる気き晴ばらしになってくれるか、という期待がその顔にはあったが──。


    　霞かすみは首を横に振って返した。


    「セラちゃん。ガマン大会っていうのはね。夏にね。厚着してね。どてらとか着込んでね。ストーブ焚たいてね。暖房いれまくってね。あとコタツに入ってね。熱あつ々あつの鍋なべ焼やきうどんとか食べたりするんだよ」


    「うげっ」


    　こんどの野の太ぶとい悲ひ鳴めいは、聖せい羅らの声だ。お嬢じよう様さまらしからぬ声とともに、聖羅は黙だまりこくった。


    『それって……？　ジャパニーズ・修しゆ行ぎよう？』


    「なんなんだろね。果はてしなく修行っぽいよね。だけどこの修行じゃ、なんにもパワーアップしないと思うよ」


    「夏に厚着なんて、タイツだけで勘かん弁べんですわ……」


    　霞は机つくえの下を覗のぞき見て、そして言う。


    「そういやセラちゃん夏でもその黒いタイツ[image: ]はいてるね。なんで生なま足あしにしないの？」


    「はしたないですわ」


    「そうなのかー」


    　自分のハイソックス[image: ]きの脚あしを見て、霞はうなった。


    　そうして女の子三人で、夏のファッションに関する話をやっていたところ──。


    「──コタツの手て配はいがつきましたよ。しょこたんのところの納な屋やにあるので、貸かしてもらえることになりました」


    　スマホ番長がスマートフォンの通話を終えて、そう言った。


    「うおい」


    　霞は瞬間的に上うわ履ばきを脱ぬいでジンジンにぶつけていた。


    「痛いたっ──って、なんなんですか。四しノの宮みや先せん輩ぱい。行ぎよう儀ぎが悪いですよ。はしたないですよ」


    　上履きを拾ひろいあげてジンジンは持ってゆく。そしたら頭を上から下へと打ち抜かれる。


    「ガマン大会なんてやんないよ！　やらないから！」


    「僕も正直やりたいわけではないですが。でもこれ大変ＧグツＪジヨ部ぶ的だと思うんですよ。ＧＪ部魂だましいとかいうやつじゃないんですか？　追求はしなくていいんですか？」


    「だめだよ。熱中症とかになってアブナイでしょ。だからよい子はやっちゃダメなの」


    「なんだか……、四ノ宮先輩らしくないなぁ」


    　ジンジンはつまらなさそうにつぶやいた。


    　そうまで言われて──。


    　霞はついに〝本当の理由〟を口にした。


    「だめっ！　汗あせくさくなるから！　──ダメなのっ！」


    　はい。この話題。しゅーりょー。
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    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    　十二畳じようほどの畳たたみ敷じきの部屋には、くっつけあった机つくえが五つ。そのうちの一つが、今日は空くう席せきとなっている。開あけっ放しの窓まどから吹きこんできた風が、なにも物の置かれていない机の上を、すうっと通り抜けてゆく。


    　一つ席が空あいていると、なんだか、とっても気になる。


    　お菓か子しとマンガに霞かすみはどうも集中できなくて──つい顔をあげて、皆に口を開ひらいた。


    「今日はセラちゃんいないねー」


    『そうだねー』


    「おまえ。バカ？　今日はおまえ始まったときにジブンで言ったじゃん。家のよーじで、セラちんはお休みです──って、ジブンで言ったじゃん。やーい。ばーか。ばーか。ばーか」


    「言ってみただけでしょ。なにそれ。ムカつく」


    「天あま使つか先せん輩ぱいは物もの静しずかですけど存在感がありますからね。いらっしゃらないと、なんだかその場所だけ、ぽっかりと穴あながあいてしまっているかのようですね」


    　霞の感じていた感覚を、ジンジンが的てき確かくにコトバで言い表あらわしてくれた。


    「でしょでしょ!?　──はいジンジン。タケノコあげる」


    　ジンジンの手にお菓子を落とす。タケノコだけでなくて、キノコのほうもオマケしてあげた。


    　ちゃっかりと伸びてきたケンケンの手のほうは、ぱしっと、冷たくはたき落とす。しつこくまた伸びてきたので、ばしばしばし、と、息いきの根ねが止とまるまで力いっぱい叩たたく。


    「そういえばちょうど天使先輩がいませんから訊きいてみますけど──」


    　と、ジンジンが言い出した。


    「彼女って、どういう方かたなんですか？」


    「うん？　見ての通りだけど？」


    「外がい見けんからだとたいしたことはわからないですよ。綺き麗れいで美しいことであるとか。毅き然ぜんとされて凜り々りしいことであるとか。そのくらいしかわからないですよね」


    「なんでこの子ってさらりとこういうこと言えちゃうのかね」


    『ジンジン君。それ聖せい羅らちゃんに対しても言える？』


    「仁じんは女たらしだからな」


    　ケンケンが腕うで組ぐみをしてうなずく。皆も同意のうなずきを示す。


    「失礼ですが。四しノの宮みや先輩って、天使先輩とは、親友関係……で、いいんですよね？」


    「なんか照れちゃうねー。あらたまって〝親友〟だとか、そんなコト、ゆわれるとぉ～」


    「どんな人なんでしょう。天使先輩って」


    　ジンジンに改あらためて問われると──。霞かすみはくちびるに指先をあてて、天てん井じようを見上げた。


    「セラちゃんはね……、強いコ？」


    「ああ。そだな。たしかに聖せい羅らのヤツは最さい強きようだな。最さい凶きようにこえーオンナだな」


    　ケンケンが腕うで組ぐみをしてうなずく。こっちは同意を得られず、かなり大おお勢ぜいからスルーされる。


    「いろいろ大変みたいだけど。でもそんなのぜんぜん見せないよね」


    「ゆったり紅茶を嗜たしなまれている姿が絵になりますよね」


    『わたし聖羅ちゃんと初めて会ったとき。日本にも貴き族ぞくっているんだー、とか思っちゃった』


    「だよねー。ジルちゃんと六年生から一緒で中学あがって、一年で同じクラスになったとき、セラちゃんがいて、わー、このコきれー、とか、二人で遠くから眺ながめてたー」


    「あれ？　中一からだったんですか？」


    「まえ言わなかったっけ？　うん夏休みくらいからだよ。セラちゃんところのお姉さんの恵めぐみさんが、うちのお兄ちゃんと同じＧグツＪジヨ部ぶで──って、それがわかって、お友達になったのー」


    「じゃあ僕らがこの部に捕ほ獲かくされたときって、あのときまだ一年経たっていなかったんですね」


    「あのね……。ジンジン。親友になるのに、時間は関係ないんだよっ!!」


    「そうでした。すいません」


    　ジンジンは素す直なおに謝あやまった。


    「──ところでたまに話の合あい間まに天あま使つか家け当主って言葉が飛び出してくることがあるんですけど。あれって、言葉通りの意味でいいんでしょうか？」


    「そだよ。セラちゃん。お嬢じよう様さまだよ」


    「いえ〝当とう主しゆ〟っていうのはお嬢様という意味ではなくて……」


    　言葉を探さがしつつジンジンは、部室の片かた隅すみで静かにサスペンドしている小こ森もりさんを、ちらっと見つめた。霞に対してうまく説明できる自信がないので、その話はそこでおしまいにする。


    『みんな聖羅ちゃんって、強いとか立りつ派ぱとか、そういうイメージなの？』


    　と、ここでジルが、長いことかけて温あたためていたホワイトボードを、ぱたりと出してくる。


    「そーいえば。セラちゃんって、けっこう弱よわ々よわなところあったりするっけ」


    　霞がいま気づいたようにうなずいた。ジンジンもうなずく。


    「お面めんが取れちゃったときには大変でしたね」


    「あれは中なかの人と交信できなくなるからってセラちゃん言ってたけど……。ジンジンに言ってもわかんないか。うん。いいや。忘れて」


    「うむッ。聖羅のやつは。弱くて可愛かわいいオンナだな」


    　ケンケンが腕組みをして、えらそうにうなずいている。


    「さっき最強とかいってたのあんたでしょ」


    　聖羅不在で、皆で聖羅の話をしていてわかったことは──。聖羅は綺き麗れいで強くて、そして弱々であるということだった。
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    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    　十二畳じようほどの畳たたみ敷じきの部屋には、くっつけあった机つくえが五つ。


    　そのうちの一つが、今日は空くう席せきとなっている。


    　開あけっ放しの窓まどから吹きこんでくる風が、物の置かれていないその席の上を、すうっと通り抜けてゆく。


    　聖せい羅らがすっと目をあげて、空席になっているその霞かすみの机を見つめた。


    「なにやら聞き及およぶところによれば──。わたくしが不在の日に、皆でおもしろおかしく、わたくしのうわさ話をしていたとのこと」


    　部室のあちこちで、皆が身動きを止とめた。〝ぎくり〟という擬ぎ音おんでも聞こえてきそうな感じである。


    「誰から聞いたんですか」


    　ジンジンが口を開ひらく。そして皆の目線が部屋の隅すみの小こ森もりさんに集中していた。


    「言ってませんよ」


    　小森さんの目は、赤い絣かすりの着物の童どう女じよへと向けられている。お手玉を投げあげてはキャッチしてと、一人遊びに興きようじていた蛍ほたるは、きょとんと、首を傾かしげて返してきた。


    「──あそぶ？」


    『めっ』


    　ジルが書いて聞かせるが、蛍はやはり首を折り曲げるばかり。


    「女じよ児じに腹はら芸げいを要求するのもどうかと思います」


    　ジンジンが冷静にそう言う。たしかに、と、皆もうなずいた。


    「わたくしのうわさ話をしていたことは、もういいのです。問題は本日の部活動ですわ」


    　と、聖羅は言う。


    「今日はたまたま霞さんが不在ですので……。さあ、霞さんの話をしましょう」


    　聖羅はその顔に花のような笑みを浮かべた。


    「僕はたまに思うんですが。四しノの宮みや先せん輩ぱいって、頭がいいんでしょうか、ちがうんでしょうか」


    「霞さんが天才でもアホの子でも、わたくしたちの友情に一いつ切さい影えい響きようはございません」


    「いえ僕はアホとまでは言っていないのですが」


    「カスミはアホだろ。なんであいつ頭いーの？　どこがいーの？」


    『霞ちゃん。カワイイよねー』


    「ジル先輩のそれはどっちの意味になるんでしょう」


    『考えないで。感じようよ』


    「どちらかというと、霞かすみさんはアホの子であられたほうが可愛かわいいと、わたくしはそう考えております」


    　皆の意見が一通り出回ったところで、聖せい羅らがざっくりと取りまとめる。ジンジンが合が点てんがいったという顔になって、何度もうなずいている。


    「四しノの宮みや先せん輩ぱいがアホの子であり、それは弱点あるいはカワイイ点であるのだとして──。それは表面の性質ですよね。裏面のほうはどういうことになるのでしょう」


    「表面と裏面とが必要なんですの？」


    「ええ。天あま使つか先輩の場合にも、ちゃんと表おもてと裏と二つありましたよ。表面が綺き麗れいで強くて、そして裏面のほうは弱よわ々よわで残念、とかいう話をやっていましたね」


    「え？　綺麗？　……って、えっと、その」


    『ジンジン君やっぱりそれ正面切っても言っちゃうんだね。言えちゃうんだね。すごいねー』


    「仁じんのやつは女たらしだからな」


    「そ……、それはまあいいとして、いまは霞さんの話です」


    　咳せき払ばらいをひとつ。聖羅は話を戻した。


    「それでは霞さんの裏面に関して、楽しい楽しいうわさ話をいたしましょう」


    　はいはいはいはい、と、皆の手が一いつ斉せいに挙あがる。


    「ではジルさん」


    　指さされたジルがホワイトボードをくるりと回して発表する。


    『霞ちゃんって、けっこう〝♡〟なところ、あるよねーっ』


    「ジル先輩。その♡というのは、なんて読めばいいんでしょう」


    『好きに読んでね』


    「はぁと、と読むのでは？」


    「らぶ、じゃねーの？」


    「ああ……、なるほど。はぁとだとか、ラブだとか……。四ノ宮先輩って、元気でエキセントリックでアホっぽかったりしますけど、乙おと女めチックなところもありますよね」


    「お兄様限定のようですけど」


    「たしかに恋愛全般に通つう達たつしているわけでもないですね。特に自分のことになると。小こ手て指さしさんの攻こう撃げきを受けているときにも、あれを攻撃と認にん識しきできていないみたいですし……。妹ができたみたいー。こてさしゅさん。カワイー。……でしたっけ？」


    「それがわたくしの霞のいいところです。ああ。霞……。なんて可愛いの」


    　今日は霞のうわさ話の日。


    　皆で延えん々えんと研究していった結果、わかったことは──。


    　霞は一見元気で元気でアホの子だったりするけれど、乙女チックなところもあったりするが──しかしその♡ラブモードは「兄限定」だったりするということだ。
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    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    　いつもであれば六人と一人の部室だが、本日は一人足りなくて、五人と一人になっている。


    　今日、ジルはお休みであるが、べつに用事があるわけでも、ましてや風か邪ぜをひいたわけでもない。


    　これも部活動の一いつ環かんだった。


    　聖せい羅ら。霞かすみ。ときたなら、次はジルの順番と相そう場ばが決まっている。それがＧグツＪジヨ部ぶのローテーションというものだ。本人不在のところでナイショ話をたっぷりと行おこなうために、本日、ジルは、あえて部活をお休みしているわけだった。


    「さーて、やるよー」


    　霞がにんまりと笑みを浮かべる。


    「やりますわよ」


    　聖羅が仄ほの暗ぐらい笑みを浮かべる。


    「しかし本人公認で陰かげ口ぐちってどうなんでしょうね。これって」


    「あ。ジンジン。いま陰口って言った。あたしたちべつにジルちゃんの悪いところとか言ったりしないよ？　なにジンジン。あたしのときとかセラちゃんのときとか。陰口と悪口、言いまくっていたの？」


    「さあ。どうだったでしょうか。四しノの宮みや先せん輩ぱいがアホ可愛かわいいとかいう話なら、出ていたような気もしますけど。無む論ろん。僕が言ったのではありませんが」


    「おめーら。いまはジルの話だろー。あいつの話しよーぜー」


    「すごいケンケンがまともなことやった。脱だつ線せんを戻した」


    「あいつ。ふだん。なに食ってんのかな」


    「ジ、ジルちゃんワイルドだし……。や、やっぱ普通の人とは違って、ワ、ワイルドなものを食べてるんじゃ……ないのかなっ？　パワーの源みなもとは、やっぱり食べ物じゃないのかなーっ？」


    「きっと。うめーもん食ってるに違いねえんだ。見たこともねーような、でっけー肉とか」


    「ジルちゃんのお姉さんは、いっつもお肉食べてるよ。マンガ肉みたいなやつとか」


    「そういえば、これはこのあいだ天あま使つか先輩の回のときに思ったことなんですけど──」


    「なんですの？　それはわたくしの知らない話ですわね。まあ小こ憎にくたらしい」


    「──いえ。そんなたいした話でもないですよ。皆でこうしていつも一緒にいるのに、それぞれ認にん識しきしている人物像って、けっこう食い違いがあるものなんだなぁって……、そう……、思い……、まし……、てっ……」


    　ジンジンの台詞せりふの後うしろのほうが途と切ぎれがちになっているのは、聖羅に首くび根ねっこ摑つかまれて、がくがくぶるぶると揺ゆさぶられているからだった。


    「ですからっ！　わたくしの！　どんな[image: ]うわさ話ばなしをやっていたんですか！　さあおっしゃい！」


    「はっはっは。天あま使つか先せん輩ぱいは手て厳きびしいですねー」


    「あっ！　それ一いち文もん字じ先生のマネでしょー！　似てる似てるーっ！」


    「きーっ！」


    「あははは。セラちゃん。きーっ、とか言ってるー」


    「ジル先輩って皆さんにはどう見えているんですか？」


    　しばらくして──。ようやく聖せい羅らから解放されたジンジンが、皆にそう尋たずねる。


    「ジルちゃん可愛かわいいよねー。お人形さんみたいだよねー」


    「なにか不思議なものを感じますわね。大自然の精せい霊れいだとか。そのような雰ふん囲い気きがあります」


    「天使先輩が言うとしゃれにならないんですけど……。ああ僕ですか。うーん。僕は……というより、これはうちのクラスでの評判になりますが。ジル先輩は〝お嫁よめさんにしたい先輩〟ナンバーワンなんだそうです」


    「なんじゃいそりゃ。しつれーな。なんでそーゆーの、クラスのなかでやんないの？　上級生に飛び火してくんの？」


    「クラスの中と同学年と先生と下級生とラノベとアニメのキャラと、ぜんぶやり尽くしたからに決まってますよ」


    「中二男だん子しってヒマなんだね」


    「ええ。僕もそう思います」


    「はいはいはーい！　俺おれ俺俺！　俺の番なー！」


    「ないよ。ケンケンの番なんて」


    「その遊びもう飽あきたぜ。つきあってやんねー」


    「ケンケンも逞たくましくなったよねえ。これで前は半ベソになっててカワイかったのに」


    「ジルのやつはなー。おまえらのなかで、いちばんあれだ。アレなんだぞ」


    「あれってなによ？」


    「なんてーの……？　メスくさい？」


    「うっわ」


    　霞かすみは眉まゆをひそめた。


    「……ケンケン。あんたはいま全女性を敵てきに回したよ？」


    「健けん太た。──もうすこし言葉を選べよ。せめて〝女性らしい〟と表現したらどうだい？」


    「おー。それそれ。それだー」


    　皆の印象をつきあわせて、ジルに関していくつかのことが判明した。


    　ワイルドだったり、ぱわふりゃーだったり、これまで明あきらかとなっていることのほかにも、男子人気が高かったり、いちばん女の子っぽかったり、色々な性質が発見された。
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    ジンジン不在
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    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    　いつもより一人少ない五人と一人の部室を、ぐるりと見回して──霞かすみがおもむろに口を開ひらく。


    「さあーっ！　ついにこの日がやってまいりましたー。ジンジンの番でーす！」


    「あー。そういや仁じんのやつ。本屋さん行くってさー。だから今日はおやすみだー」


    「ケンケンってすごいね。気づいてなかったんだ。セラちゃん。あたし。ジルちゃん。──って来てたんだから、つぎは当然、ジンジンの番でしょー？」


    「え？　なんだ？　アレだったのかよ？」


    「そうだよ。アレだよ」


    「じゃあ明日あしたは俺おれの番だな」


    「ないよ。ケンケンの番は。──もしどうしてもやってほしいなら、お願いしたら、考えなくもない」


    「お願いします。やってくだちい」


    「うっわ即そく答とうっ。──だからその〝くだちい〟ってなんなわけ？」


    「ジンジンの話でしたら。ケンケン。貴方あなたがいちばん詳くわしそうね。──さあ色々と白はく状じようしておしまいなさい」


    　女じよ子し一同がずいっと身を乗りだしてくる。


    　普段はサスペンドしている小こ森もりさんまで起きてきて、ジンジンのかわりに空あいた机つくえについている。


    「白状しろとか、言われたってなー」


    　頭の後うしろで手を組んで、ケンケンは椅い子すを傾かたむかせた。


    「あいつ。わりと見た目どおりのやつだし。クールでスカしてて小こ難むずかしいこと言うタイプ？」


    「おーっ。さすが親友だねっ。わかってるねーっ」


    　霞の茶ちや々ちやにも取り合わず、ケンケンは話を続けた。


    「んで。本当にクールで冷たいやつかっていうと、そうでもないのな。あいつ。……優しーんだ」


    「ななな。なんだか深いハナシになってきたねっ」


    《そういえばあの子。ひ弱すぎるこの子をかばって弱いふりとかしておりましたわね》


    　聖せい羅らの《副ふく音おん声せい》まで飛び入り参加をキメてくる。


    「ひ、ひ弱……」


    　ほんの一単語でケンケンは深しん刻こくなダメージを受けている。


    「か……、陰かげ口ぐちと、わ……悪口は、俺のいないところでやってくだちい」


    「いまケンケンのことはどうだっていいんだよ。ほらジンジンの話をしてよー」


    「とか言われてもなー。……なに話せばいいわけ？　……俺おれ。こーゆー悪口っての、ニガテなんだよ。したことねえし」


    「べつに悪口言わなくていいよ。ケンケンしか知らないよーな、ジンジンのひみつとか、ほら、ゲロっちゃえ」


    「ヒミツったってなー……」


    　椅い子すを二本脚あしで傾かたむけて揺ゆらして、ケンケンはしばらく天てん井じようを見上げていたが──。


    「……そういやあいつ。最近。こてさしゅと、よくつるんでるみたいだぜー」


    「へっ？」


    　霞かすみを筆ひつ頭とうに、皆の顔に「？」が浮かぶ。小こ手て指さしさんがつるんでいるとしたらそれはケンケンのはずであり、ジンジンは単なるオマケでしかない。なぜなら小手指さんがラブラブなのはケンケンであるわけで……。ケンケンはそんなことぜんぜん気づいてもいないケド……。


    「俺がガッコ休んだ日とか、二人で給食とか食ってるみたいだし。あと休みの日にも二人で会ってたりするみてーだぞ？」


    「それはー。あー……。まー……。相談事ごととかあるんじゃないの？　こてさしゅさん。相談できる相手っていったらジンジンくらいだろうし。ある意味。安全パイだし。ある意味。戦友みたいなもんだし」


    「戦友？　はあ……。いいなぁ。俺もほちー」


    「ばかだ。この子。ばかだ」


    「この子がバカなのは。前々からのことで、それはいいとしまして……。わたくし。ケンケンにぜひ訊きいてみたいことがあるのです。ケンケン。ご存ぞんじなら教えていただけない？　なにやらジンジンには複雑な家庭の事情があるとのこと……」


    　聖せい羅らがすこしばかりの決意をその顔に秘めて、ジンジンのプライベートへと踏ふみこんでゆく。


    「知ってるけど。……それはだめだ」


    「なぜですの？」


    「あいつが自分で言うんだったらかまわねーけど。俺が言うのは、それはだめだ」


    「お言いなさい。ケンケン。これ。お言いなさいというに」


    「あーセラちゃん。だめだから」


    　ムキになる聖羅を、霞はたしなめた。


    　男のコがこういう顔をしたときには、それは、頑がんとして譲ゆずらないとき。テコでも動かないとき。草そう食しよく系けいだが一応は男のコである兄を持つ霞は、そのことを知っていた。


    　本日の部活動における成果は、まとめると、こんなところだ。


    　ジンジンというコは、見た目通りにクールでスカしている男のコであるが、優しいところはポーズではなくて本物で、そしてどこか陰かげも持っている──そうした男のコであった。
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    ケンケン不在
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    「健けん太たからの伝言です。俺おれのターン！　キター！　宇宙キター！　──だそうです」


    「やっぱばかだね。ケンケン。自分のいないときにまで自己主張して、どーすんだろね」


    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    　おまけとお情なさけで作られたケンケンのうわさ話の日が開かい催さいされていた。


    「ケンケン。ばかだと思うひとーっ？」


    　五本と一本の腕うでがさっとあがる。全員一致。異い議ぎもなし。


    「やばいよ。部活動おわっちゃうよ。ケンケンのばかじゃないところとか頑がん張ばって探さがさなきゃ。たとえばカッコいいところとかどこかひとつくらいないわけ？」


    「えー。それにつきましては僕が。健太のカッコいいところにつきまして──」


    「ケンケンぜんぜんカッコよくないよ。あれがカッコいいんだとしたら世の中終わってるよ」


    「カッコいいところを探せとおっしゃったのは四しノの宮みや先せん輩ぱいなんですけど。いえ。いいですけど」


    『でも霞かすみちゃん。曲がらないところとブレないところと、わたし、すこしカッコいいなーって思うときあるよ。このくらい』


    　ジルはホワイトボードに目め盛もりを書きこんだ。ほんの五ミリくらい。


    「あーそっかー。このあいだもジンジンのときに、セラちゃん訊きいてたけど、だめだ、の一点張りで教えてくれなかったねー。あーうんちょっとアレは良かったかも」


    「あのう。よろしければ僕のどんな秘密を暴あばこうとしていたのか教えていただけますか」


    「ひみつー」


    　と、霞は舌したを出した。


    「こてさしゅさんいるとよかったのにねー。ケンケンのいいとこ探しだったら、専門家なのにねー」


    『だめだよ霞ちゃん。だって冴さえ子こちゃんは、いま──』


    「最近色気づいてきておりませんこと？　あのオスガキ」


    「えー。ケンケンがー？　まさかー？　──って、こもりん。なにか言いたげだね」


    　空あいたケンケンの席に座っている小こ森もりさんに、霞は司会者として話題を向けた。


    「いえ。べつに」


    「でもサスペンドしてないし。起きてきてるし」


    「べつに寝ているわけではありませんが」


    「では。いいところ。どうぞ」


    「女の子のために戦たたかってくれるところです」


    「おおう。即そく答とうきたー」


    　そういえばケンケンという漢おとこは、小こ森もりさんがクラスでシカトないしはイジメを受けていると聞いて、殴なぐり込みにいったりしたやつであった。それはまったくの誤ご解かいで、ミステリアスすぎる小森さんに対して、クラスメートがどう接していいかわからずに、距離ができていただけであったが──。


    「おかげでクラスの方かた々がたとの関係は良好です」


    　ケンケンの席に座って小森さんはそう言った。


    「セラちゃんは、なんかないの？　ケンケンに関して」


    　霞かすみは今回だいぶ静かな聖せい羅らに話題を振った。


    「いいところ探さがしは苦にが手てですわね」


    「そっか。セラちゃんはケンケン派じゃないもんね」


    「なんですの？　そのケンケン派というのは」


    「ジルちゃんはケンケン派でしょ。そいでもってセラちゃんはジンジン派」


    「どうしてそういうことになるんですの」


    『わたしってケンケン派なのー？』


    「だってこのあいだ応援していたじゃない。二人の特訓についてたし」


    「この小こ僧ぞうがみっともなく屍かばねをさらすなら骨ぐらい拾ひろってあげようと思っただけです」


    「いまは僕の話じゃなくて健けん太たの話のはずですが」


    「誰が貴方あなたの話などしていますか。黙だまりなさい小僧」


    「まーまー。ケンカしなーい。〝痴ち話わ喧げん嘩か〟とか言われちゃうよー」


    「そういう霞さんはどうですの？」


    　矛ほこ先さきが霞に向いた。


    「あたし？　あたしは部長だし、ほら、お姉さんだからっ。二人とも公平に弟として可愛かわいがってあげないとねーっ」


    「ではなくて。ケンケンのいいところ探しのほうですわ。部活動のほうですわ」


    「いざ考えてみると、これは難むずかしい問題だね……」


    　霞は腕うで組ぐみをした。


    「ケンケンのアレ……。女は守るっていうアレ。あれちょっとヤバいよね。こもりんじゃないけど、クラっときちゃうよね」


    「いえべつにクラっとはきていませんが。──あと小森です」


    「健太は男だって守りますよ」


    「じゃあまー、ケンケンは、二ふた言こと目めには、男、男って、ウザいオスガキだけど。そのわりには、すぐスネるしこじらすし、ベソかくし打たれ弱いし、色々とヘタレていて軟なん弱じやくだけど。けっこういいところもあるんだぞ──ってあたりで」


    　霞はざっくりとまとめた。ここしばらく続いていた部活動のシリーズ。しゅーりょー。
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    水ブーム
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    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    　夏休みへの期待感が徐じよ々じよに高まりつつある、そんな日々──。暑い日ばかりが続いている。本日もこの夏の最高気温を更こう新しん中。


    　そんな部室の端はしっこのほうで、しゅぽん、と音が鳴り響ひびいた。


    　ケンケンが〝マイ水すい筒とう〟をオープンさせた音だ。親指一本でワンプッシュで開く水筒だ。それを最近ケンケンは、見せびらかすように持ち歩いている。


    「んっめーっ！」


    「はいはい」


    　誰がコメントしてあげるのか──。視線の赤外線通信が交かわされたあとで、ババを引きあててしまった霞かすみが、しかたなくそう口にする。


    「んっめーっ！」


    　ケンケンはこれみよがしに、ごくごくと音を立てて飲む。


    　これまでの皆は、ただうらやましそうな目で見つめるばかり。小こ森もりさんがアイスティーを淹いれてはくれるが、真夏で喉のどの渇かわいたときに、やっぱりいちばん美お味いしいのは、水だった。


    　それも水道の蛇じや口ぐちから出てくる生なまぬるい水ではなくて、水筒に入ったよく冷えた水が──。


    「おめーら。残念だよなー。水筒もってねーもんなー。みず。のめねーよなー」


    　にやにやと笑いつつ、ケンケンは言う。


    　分け合おうとかいう発想はまったくないらしい。ただ自じ慢まんするだけ。ほんとガキ。


    「あーっ！　うんめーっ！」


    　ごくごく。ごくごく。


    「そうでもないよ？」


    　霞は不ふ敵てきな笑みをケンケンに返した。


    　皆で視線を取り交わして、机つくえの下から、皆で一いつ斉せいに取り出したのは──色とりどりの自分たちのボトルだ。中身はもちろんケンケンに対抗して〝水〟が入っている。


    「な……、なんだよ!?　おまえら……！　マネすんなよなー！」


    「べつにステンレスボトル持ってくるのケンケンの発明でもないしー。校則で禁止されてもいないしー」


    　霞は斜ななめを向いてそう言った。「あたしたちもお水持ってきたんだよー。やっぱりお水はおいしいよねー」──とか。穏おん便びんに済すませる予定だったのだけど。ケンケンがクソガキすぎた。自分もガキだなぁ、とか思いつつ、霞は、しゅぽんと親指でボトルの蓋ふたを弾はじいた。


    「これ。四しノの宮みや家けのおいしい水ねっ♡」


    「なんだよそんなのー……！　ただの水じゃんかー！」


    「ちがうもん。お兄ちゃんが[image: ]くんでくれたお水だもん♡」


    「My samurai master! Please! Please! give me!」


    「あー。はいはい。いいよー。半分こしよー。……でもねジルちゃん。いっつも思うんだけど。うちのお兄ちゃん。べつにサムライでもなんでもないよ？」


    　四しノの宮みや家けのおいしい水と、ジルの水とが、トレードされてゆく。


    『わたしのは。これ。姉さんが取ってきてくれた湧わき水なんです。富ふ士じ山さん麓ろくまで姉さんがひとっ走り行ってきてくれて──』


    「ちょ──!?　それ何なに気げにすごくない？　てゆうか。ひとっ走りじゃ行けないよ!?　何百キロもあるよっ!?」


    　霞かすみが突っ込むが、ジルはにこにこと返すばかり。冗談なのか本当なのか真しん偽ぎはわからない。


    「フランスから空くう輸ゆさせました」


    　──と。聖せい羅らが自分の前のグラスに注そそいだ水は、どこか普通の水と違っていた。


    「セラちゃんのお水……。なんだかそれ、しゅわしゅわしていない？」


    「ペリエという水ですわ。なんでも自然の炭たん酸さん水すいが湧き水として出てくる地方があるとかで。直接。[image: ]んでこさせましたわ」


    「産地直送ですか。ペリエならスーパーでも売ってますけど。でも天あま使つか先せん輩ぱいのは本格的ですね」


    　そう言ってジンジンが自分の水すい筒とうを開ひらく。


    「横よこ溝みぞ家けのおいしい水です。うちには井い戸どがありますので、そこで今け朝さがた[image: ]んできました。塩えん素そが入っていませんから、いやなニオイもないですし、おいしいですよ。これは僕の私し見けんになりますけど。日本人の口にはやっぱり硬こう水すいよりも軟なん水すいのほうが合うと思うんです」


    　ジンジンはいつもの調子で軽く蘊うん蓄ちくを披ひ露ろうする。


    　皆のローテーションが一通り終わったときには、ケンケンはがっくりと落ちこんだ顔になっていた。


    「俺おれのみず……。ふつーのみず……。ぷれみあのみずじゃない……」


    　マイ水筒を手のなかに収おさめて、たそがれた顔のケンケンに、すっと自分のボトルを差し出したのは──小こ森もりさんだった。


    「これ。飲んでみますか。蒸じよう留りゆうして作ってみました。純じゆん水すいです。味のほうはどうかわかりませんが、レア度どなら他ほかの方かたのお水にも負けていないかと存じます」


    　自分のためというよりは他人のために持ってきているレア水を、ケンケンは小森さんからおすそわけしてもらった。


    「んめえ！」


    　途と端たんに元気になったケンケンを見て、小森さんは顔をわずかにほころばせた。


    　本日のＧグツＪジヨ部ぶの部活動は〝水ブーム〟だった。
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    花子さんごっこ
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    　こんこんこん。


    　部室のドアを三回ノックする。そして皆で声を[image: ]そろえて大きな声で呼びかける。


    「ほ～た～る～！　ちゃ～ん！　あ～そ～ぼ～！」


    　声を[image: ]えて叫さけび終えてから、部室のドアをずばっと開あける。


    　赤い絣かすりの着物を着た童どう女じよが、十二畳じよう敷じきの畳たたみの真ん中に、ちょこんと座っている。きっちりと正座をして、こちらを見つめている。


    「はぁ～い～」


    　おかっぱの髪をさらりと揺ゆらして、彼女は笑った。


    「いたー！」


    　霞かすみたちは童女──蛍ほたるを指差した。声をあげてはしゃぐ。


    　蛍が室内にいることを確認してから、ドアをぱたんと、もういちど閉しめる。


    　そしてまたノック。


    　こんどは三回でなくて二回やる。


    「ほ～た～る～！　ちゃ～ん！　あ～そ～ぼ～！」


    　そしてドアをずばっと開ける。


    　蛍の姿は──こんどはなかった。


    「やっぱりいなーい!?」


    　霞たちは今日はこの遊びをずっとやっていた。


    　ルールはこうだ。


    　まずノックして声をかけてドアを開ひらく。そのときに蛍はいる時といない時とがある。


    　ノックを三回。そして掛け声は「遊ぼう」である。これ以外のときにはドアを開けても彼女はいない。きちんと作さ法ほう通りにやると、彼女は畳の真ん中にちょこんと座っている。


    「しっかし不思議だよねー。いったいどこに隠かくれてるんだろーねー？」


    　霞は部室に入ってゆくと、あちこちをさがしはじめた。


    　戸と棚だなのうしろ。──隠れていない。


    　ダンボールの箱のなか。──入っていない。


    　机つくえの下も見てみる。──しゃがみこんでいない。


    「どこかに抜け穴あなとかあるはずですよね」


    　そう言うジンジンは部室の壁かべを探さぐっている。蛍は近所の子という線が濃のう厚こうだ。無断で出入りしていることから、この部室には隠された抜け穴があるという説せつがあったりする。


    「ニンジャみてーにさー。床ゆか下したとか天てん井じよう裏うらとか出入りしてんじゃねえのかー」


    「プレハブ小屋だからここ天てん井じよう裏うらないって」


    　霞かすみは言った。あまり物のない部屋だから、もう探さがすべきところはすべて探し終えている。


    「床ゆか下したっていっても、ここ、畳たたみしいてあるじゃん。なにあの子。畳返しとかすんの？　しちゃうの？」


    「カッケー!!」


    「無理でしょ。あたしだって畳一枚も持ちあがらなかったよ？　女の子にはそれ絶対に無理だって」


    「ジルおめー女じゃねーってさー？」


    「Woh?」


    「小こ森もり。お茶をくださる？」


    「承しよう知ちしました」


    「僕はガム抜きでお願いします」


    「うわっジンジンがダイエットはじめた！　ますます女じよ子し力りよくあがった！」


    「ちがいますよ。ストレートのアイスティーも美お味いしいものだということにこのあいだ気がついたばかりなんです」


    「氷こおりも抜いてみますか？」


    　小森さんの質問に、ジンジンは顎あごに手をあてて考えこんだ。


    「ああ。なるほど。たしかにそうですね。──よろしくお願いします」


    「かしこまりました」


    　心なしか嬉うれしげに小森さんは頷うなずく。


    　皆はすっかりくつろいでしまっていた。


    　大事なことに、いちばん最初に気がついたのは──霞だった。


    「あっ！　──いっけない！　ほらみんな！　くつろいでないで！　立って！　立って！　たっちして！」


    「なんですの？　霞さん」


    「Huh?」


    「なんだよー。あけたばっかなのにー」


    「てゆうか人のお菓か子しを勝手に開あけるな！　おまえはタマにゃんか!?」


    　皆を引っぱりだして、全員で部室の外にいったん出ていった。


    　そしてドアをノックすること三回。皆で一いつ斉せいに、大きな声で──。


    「ほ～た～る～！　ちゃ～ん！　あ～そ～び～ま～しょ～！」


    　ドアをずばっと開けると──。


    「はぁ～い～」


    　部屋の真ん中に座って、蛍ほたるが嬉しそうに笑っていた。
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    動物ならどれ
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    「みんなってさー、動物にたとえたら、なんになるかなー」


    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    　お菓か子しをもぐもぐやりながら霞かすみが言った。


    「なんですの？」


    　タロットカードのならびを前に険けわしい顔をしていた聖せい羅らが、霞に尋たずねる。


    「元がん祖そＧグツＪジヨ部ぶのほうでね。みんなを動物になぞらえて遊んだことがあったってー。活動集に」


    「どなたがどんな動物になるんですの？」


    「えっとね。恵めぐみさんはウサちゃん。綺き羅ら々らさんはトラ。紫し音おんさんがフクロウ。お兄ちゃんはヒツジさんで、タマにゃんはもちろんネコ。三色混まじってるやつ」


    「それって姉ねえさまはなんになるのでしょう」


    「まーちゃんはハムちゃんだよー」


    　聖羅が〝姉さま〟と呼んでいるその人物は、天あま使つか家け長女であり、現在は大学二年生で二十歳の天使真ま央おのことである。自動車免めん許きよも持っている。しかし霞はその同じ彼女のことを、いまだに小学五年生だと勘違いしたまま。もはや誰も正ただすつもりがない。


    「あたしたちって。そーゆーのないじゃん。イメージ動物いないじゃん。──これはゆゆしき事態なのです!!」


    「四しノの宮みや先せん輩ぱい。無理してテンションあげなくていいですから。ほらお菓子食べていてください」


    　ジンジンが次の袋ふくろを開あけにかかる。つぎのカールは定番カレー味。これで霞は最初の五個分くらい、もぐもぐと静かになった。


    「そうそう。そんな感じが僕らっぽいですよ。元祖ＧＪ部はどうかはわかりませんが。僕らはそんな感じです。メリハリでいうところのメリのほうですね。ゆるふわなほうです」


    『ジンジン君もすっかりＧＪ部部員っぽくなったねー。部員じゃないのに』


    　ジルが柔やわらかい笑みを浮かべながら、どしゅっと刺さす。


    「はっはっは。ジル先輩は手て厳きびしいなぁ。いいんですよ。いつか『お願いしますどうか部員になってください』と皆から請こわれるようになってみせますから。特にジル先輩に」


    　ジンジンもどしゅっとやり返す。このへんのじゃれあいはＧＪ部流。


    「カメだ！」


    　腕うで組ぐみをして考え中だった霞が、突然、そんな声を張りあげた。


    「はい？」


    「ジンジンは──カメだっ！　──ガードかてえ！　──打たれ強ええ！　動きはノロいけど反はん撃げきは的てき確かくッ！」


    「まあ柔じゆう術じゆつの動きの基本はゆったりと的てき確かくに、ですけれど」


    　カメと言われて、ジンジンはなんとなく納なつ得とくしたような顔。


    『わたしはわたしはー？』


    　にこにことジルが訊きく。


    「ジルちゃんは、外がい見けんだけだとウサギさんだよねー。でもちがうよねー。[image: ]きばっていうか意外と爪つめあるよねー。内面でいうとクマさんかな。──肉食のほう」


    『やったー』


    　ジルは喜よろこんでいる。


    「わたくしは──」


    「──聖せい羅ら。おめーは猫ねこだろ」


    　聖羅が訊きかけたところで、ケンケンが即そく答とう。皆もうなずく。


    「セラちゃんは猫は猫でも、黒い猫さんだよね。尻しつ尾ぽが長くてスマートなやつ。胸むねをつんと反そらしてお座りしていて、呼んでも近寄ってこないタイプ」


    「ああいますね。パーソナルスペースが大きめで。近寄らせてくれない猫って」


    「さ、最近は、わりと、打ち解けるようにしているつもりですけど」


    「いまは猫の話ですよ」


    　ジンジンが柔にゆう和わに笑い返す。聖羅はぷいっとそっぽを向いた。


    「ケンケンはワンコで間違いないよね。雪降ると庭駆かけ回る、バカっぽいやつ。それでこもりんはねー……、コアラ」


    「なるほど。的確だ。動かないところもともかく、プリティーなのに愛あい想そを振りまかないところだとか」


    「こもりん──ほら、ジンジンが口く説どいているよ」


    「はい。お茶を淹いれます」


    　サスペンドから戻ってきて、小こ森もりさんが立ちあがる。


    「じゃあお茶が入るまでに……。最後は四しノの宮みや先せん輩ぱいですね」


    「うえっ？　あたし？　あたしは、いいよぅ」


    「そんなわけにはまいりませんわよ。さんざん皆をいじって頂いただいたのですから霞かすみさんにもバッチリの動物を探さがして差し上げないと」


    　聖羅は仄ほの暗ぐらい笑いを浮かべる。キラキラとした顔で出番を待っているケンケンに目を落とす。


    「さあケンケン。やっておしまいなさい」


    「カバ」


    「んなっ!?」


    「あー。あー。あー。わかりますわかります。アホガールと大おお食ぐらいの表現なわけですね」


    「わかるなーっ!!」
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    ワッハ
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    「ＧグツＪジヨ部ぶはここに笑いの単位を制定します！」


    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    　今日も元気な声が響ひびき渡る。


    「笑いの……、単位ですか？」


    「面白そうですわね」


    　ジンジンと聖せい羅らの二人がまず反はん応のうする。


    『なになにー』


    　ジルも刺し繡しゅうをやっていた手を止とめて、木き枠わくを脇わきへ置いた。


    「ひゃっはー！　カッケー！」


    　ケンケンの声はマンガを読んであげた声。たまたまバトルかなにかでいい場面にコアヒットしちゃっただけで、べつに霞かすみの言葉に反応したわけではない。


    「紅茶を淹いれます」


    「あそぶ？」


    　ＧＪ部紅茶番である小こ森もりさんが、立ちあがってアイスティーの用意をはじめる。なぜか常じよう駐ちゆうしている近所の童どう女じよが、目をきらきらさせて顔を上うわ向むかせる。


    　霞の奇き声せいをきっかけにして、静止していた皆が動きはじめる。


    「笑いの単位は──それは〝ワッハ〟です！」


    　アイスティーが皆の前に並ぶまで、長い長い溜ためのあとで──霞は言った。


    「なんだワッハって？」


    　そのあいだにはケンケンもマンガを読み終わって〝部活動〟に参加している。


    「１ワッハはおよそザブトン一枚に相当します」


    「あー。あれかー」


    　霞は言った。すぐにピンときたらしいのはケンケン一人。


    「……はぁ？」


    「はい？」


    『？？？』


    　残りの三名は疑ぎ問もん符ふをいくつも頭の上に浮かべている。


    　そしてさらに残っている二名は、ニコニコしていたりサスペンドに入りかけていたり。


    「あれ伝わらない？　このネタって少数派？　あたしだめだった？」


    「いえべつにだめではありませんけど……。そういえば姉ねえさまもよく〝ザブトンゼンブトレ〟って呪文を口にしますけど。あれ。いったいなんですの？」


    「てってけてけてけー、ぱふ♪　って、知らない？　つまんないコトいうと、ザブトン没ぼつシュートされるの。その逆に、おもしろいコト言うとザブトンもらえるの」


    「はぁ。そうなんですの」


    「僕もよくわかりませんけど。それなら単位は〝１ザブトン〟でいいんじゃないでしょうか。わざわざ同じ単位を作る意味はないですよ。論理的にいっても──」


    「はい。ザブトン全部取れ」


    「うわ──ちょ！　なんですか小こ森もりさん。あっ──、それ僕の椅い子すっ……」


    　脇わきから出てきた小森さんに、ジンジンは椅子を没ぼつ収しゆうされてしまった。


    「こもりんは知ってるほうだったねー」


    「恐おそれ入ります」


    「なんだか恐ろしい罰ばつですわね……」


    　椅子を取られてしまったジンジンを怖こわ々ごわと見つめて、聖せい羅らが言う。空気椅子状態のジンジンは、ぷるぷると太ふと[image: ]ももを震ふるわせている。


    「このように〝ザブトン〟を単位としたのではマイナス状態が出てしまうのでいけないのです！　そこで新単位である〝ワッハ〟を提案します。──１ワッハとはッ、笑いの瞬間風速が音速超こえたカンジです。ワッハー!!　ってカンジね」


    「そっか。ムッハー!!　とか。ヒャッハー!!　とかいうカンジか」


    「そうそう」


    「ぜんぜんわけがわかりませんよ。だいたいそれ音速がどうとか、それじゃ単位が大きすぎやしませんか？　あまり単位が大きすぎると日常シーンで使うときに不便ですよ。〇・〇五ワッハとか、小数点付けないとならなくなりますよ」


    「ザブトン、もっと取れ」


    「もうないですって……って、ちょっ！　ちょっ！」


    　ザブトン没収係の小森さんは、ジンジンの足あし下もとにある畳たたみを持っていってしまった。ジンジンは靴くつ下したで床ゆかの上に立たされることになった。さらにはオン・ザ・空気椅子。


    「じゃあケンケン！　１ワッハの手本を見せてやってください！　先生──おねがいします！」


    「こうか？」


    　呼ばれたケンケンはくるりと振り返る。


    　二つに折った割わり[image: ]ばしが、くちびると鼻のあいだに挟はさまれていて──変なカオ。


    　それを目にした聖羅は──。


    「うぶ──!!」


    　口と鼻からアイスティーを逆ぎやく噴ふん射しや。


    　げしょんげしょんと激はげしく咳せき込んで、まわりじゅうからハンカチとタオルを持ち寄られる。


    「はい。これが音速超えた状態です」
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    エッチの研究
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    「俺おれ。えっちって、なんだかわかったぜー！」


    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    　ケンケンが突然、剣けん呑のんなコトを口くち走ばしった。


    「うん。Ｇの次でＩの前にあるものだよね」


    　霞かすみはキノコを口に放りこみながら、冷静に応おうじる。ここは冷静にならざるを得ない。


    「あるふぁべっとの話なんかしてねーよ」


    「じ、じゃあ……いったいなんの話なのよ？　まさかエッチって……あっちのエッチ？」


    「俺。まえ。えっちってなんだかわかんなかったー、って、言ってたじゃん」


    「やっぱりそっちのエッチだったー！」


    「きけよ。わかったんだから。俺」


    「聞くけど」


    　霞は椅い子すの背もたれの後うしろに半分身を隠かくしつつ、ケンケンのほうに向いた。


    「スカートめくりとか、なんでやんのか、俺、わかんねー、って、まえいったじゃん」


    「言っただけじゃなくてやったけどね。あたしとジルちゃんのスカートめくって、セラちゃんのはめくれなくって、投げ飛ばされて保健室送りになっていたっけー」


    「それは本当ですか」


    　なんでか、そこで、小こ森もりさんがサスペンドから復帰してくる。


    「うわぁびっくりした！　──な、なに？　こもりん？」


    「お茶を淹いれましょうか」


    「あー。うん。よろしくー……」


    　紅茶基地に赴おもむく小森さんの背中を見つめつつ、霞はケンケンとの話に戻った。


    　ケンケンはキラキラした目で待ち受けている。


    「俺。スカートめくりのなにがえっちなのか、わかったぜー。──ぱんつだ！」


    　ずびっとばかりにケンケンが指差したのは、紅茶の缶を取ろうと前かがみになっている小森さんのスカートの──その後ろ側がわのあたり。細い太ふと[image: ]ももとスカートの縁ふちのあたり。


    「ぱんつがちらりってするとき──。なんつーか、こう──ときめくんだ！」


    　世紀の大発見でもするかのように、ケンケンは自じ慢まんげにそう言った。


    　皆は「うわぁ」という目をケンケンに向けている。


    「──なっ？　そうだろ。仁じん」


    「僕を交通事故に巻きこむのはやめてくれないか」


    　ジンジンは文庫本に顔を落としたままでそう言った。必死になって本を読み耽ふけっている。


    「ほかにもあるぜー!!　俺おれはー!!　えっちなもんをもっと発見したー!!」


    　自分に注目が集まっていることを、プラス方面に激しく誤ご解かいして、ケンケンは大得意ではっぴょーする。


    「ふたつめの〝えっち〟は、こいつだーっ!!」


    　ずびしとばかり、またもやケンケンが指差したのは──。


    「えっ？　なに？　あたし？　……首っ？　うなじっ？」


    　ポニーテールに結ゆった髪のほつれ毛のあたりを、ケンケンはしきりに指差してくる。


    「さいごの〝えっち〟は、これだーっ!!」


    　つぎに指先が向けられたのは、ジルの背中だ。


    「俺！　知ってるもんねー。それ〝ぶらじゃあ〟ってゆーんだろ!!」


    　夏服になると上うわ着ぎの生き地じも薄うすくなる。セーラー服の白い布ぬの地じを通して、背中にうっすらと紐ひも状じようのものが見えることもある。


    「おやめなさい」


    　ごちん──と、霞かすみのゲンコツがケンケンの頭ず蓋がい骨こつに落下した。


    　ジルは顔を赤らめて、自分の背中を両手でかばっている。「めっ」とケンケンをにらむ。


    「パンチラとブラ透すけはわかるけど……、なんで、うなじ？」


    　霞はしきりに首をひねった。


    「聖せい羅ら～ぁ。そういやおめーも、まえ、ポニテやってたよな～。うなじ～。うなじ～だせ～」


    　ケンケンがゆらりゆらりと左右に揺ゆれながら聖羅へと迫せまる。


    「ひっ」


    　聖羅は短く悲ひ鳴めいをあげて、椅い子すごとガタガタと後あとじさった。


    「やめないか。健けん太た」


    　そこへナイトのように立ちふさがったのはジンジンだ。聖羅をかばって前に立つ。


    「ちぇっ。なんだよおまー。女のミカタかよー」


    「ほらこもりんもー。後うしろ気をつけないとー。ケンケン見てたよー。ぱんちら狙ねらってるよー」


    「そうなのですか」


    　ケンケンの毒どく[image: ]がが次に向かおうとしている小こ森もりさんに、霞は忠ちゆう告こくをいれるが、当の小森さんはけろりとした顔。別段、気にせず、お茶の用意を続けている。


    「じゃあ。カスミ～。うなじ～。うなじ～。カスミ～。うなじ～」


    「だからさ。ケンケン。うなじのどこがえっちなの？」


    「ドキッとすんだ」


    「わかんないよ」


    　本日の部活動は、なんだか、いつにないノリで進行した。


    　ひとつわかったことがある。ケンケンがなにかに目め覚ざめちゃったということだ。
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    勇者誕生
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    「ねえジンジン。髪をとかしてくださる」


    　とある昼下がり。


    　窓まどの外をぼんやり見ていた聖せい羅らが、そこのハサミとってくれないかしら、くらいの何なに気げない調子で、そう言った。


    「ええ。はい」


    　間まを置かずそう答えたジンジンではあったが──。数秒も経たって、言葉の意味が脳のう髄ずいに浸しん透とうしてゆく数秒間が過ぎ去ると、口をぽかんと開あけっぱなしにした。


    「は？」


    　持っていた小説は開ひらいたまま。なんとも間ま抜ぬけな顔を聖羅へと向ける。


    「午後の体育で、髪がほつれてしまったわ。こういうの、なんて言うんでしたっけ？　……ええと。そう。〝メンテ〟してくださる？」


    　片手で髪を払って聖羅は言う。


    　その髪はたしかにちょっとバサバサになっていて──いつもより量が増ふえているカンジ。たしかに〝メンテ〟の必要はあるようだ。


    「なんで僕に……。ええと。小こ森もりさんに──」


    　と、助けを求める顔でジンジンは部屋の中を見回した。


    　いつも部室の片かた隅すみで静かに座っている小森さんの姿は、今日に限って、そこになくて──。


    「小森は今日はお休みです。──気づいていませんでした？」


    「ですけど。なぜ僕に」


    「まえにわたくしが霞かすみさんにブラッシングされていたとき。したそうな顔で見ていたでしょう」


    「見ていませんよ。濡ぬれ衣ぎぬですよ」


    「よろしくてよ。髪に触ふれることを許きよ可かします」


    　反論を受け付けず、聖羅は胸むねをつんと反そらし、背せ筋すじを張った。ジンジンに背中を許ゆるす。


    「いえっ。ですからっ。そんなこと言われても──ですねっ」


    「ジンジン諦あきらめちゃいなよー。セラちゃんのブラッシングしちゃいなよー」


    　キットカットをばりんぼりんと嚙かみ砕くだきながら、マンガ雑誌のページをめくる。また小こ袋ぶくろを開いて、ぽいっと口の中に放りこむ。なんと。二つに折らずにそのまま。二本一緒に貪むさぼり[image: ]くらうという貴き族ぞくの食べかただ。


    「女性の髪をブラッシングだとか──男がやるものではないでしょう」


    「ジンジンって最近、〝男〟とか自分で言うようになっちゃったよねー。いつからかなー」


    『このあいだケンケンと戦たたかったときからだと思うよ』


    　ヘアブラシをぴょこっと立てて、捧ささげ持って、ジルがそう言う。


    「聞いてくださいよ」


    「じゃあジンジン。それブラッシングじゃなくて〝グルーミング〟っていうことでー」


    「グルーミングだって変わりませんよ。もっと難なん易い度ど高いですよ。だから男はそんなの──」


    「するよ。お兄ちゃん日課だよ。大学生になっても、霞かすみをお膝ひざにのっけてやってくれるよ」


    「そりゃ兄妹ならするかもしれませんけど。でもそれだってちょっと一般的ではないですよ？」


    「なにそれ？　あたしんとこが異常だっつーの？」


    　霞はここでようやく顔を向けた。ぎろりとジンジンを睨にらむ。その目がコワイ。


    「でも。だけど……。僕はそんなのできませんよ。そんなの絶対〝勇ゆう者しや〟ですって」


    「ジンジン。キミにこの言葉を贈おくろう。〝人は勇者に生まれるのではない。勇者になるのだ〟」


    「僕はべつに勇者にならなくたっていいんです。ただの職業プログラマもしくは一いつ介かいのラノベの編集者になることが希望なんです」


    　ジンジンはなおも抵てい抗こうを続ける。一般的男だん子しであれば、当然行おこなうべき主張と抵抗を繰り返す。


    　むりむり。ぜったいムリ。


    「わかりましたわ」


    　そんなジンジンの様よう子すに、聖せい羅らは大きくため息をついた。


    「わかってくれましたかっ!?」


    「わたくし。正直言いまして、かなりショックを受けました。それほどまでに梳とかしたくはないと。わたくしの髪などには触ふれたくもないと。まるで汚きたないものにでも触れるかのように──」


    　この言いかたが〝自じ称しようフェミニスト〟のジンジンにとっては一番効いた。


    「あーもー!!　わかりました!!　わかりましたって!!」


    　にこにこ笑顔で待っていたジルの手から、ヘアブラシを引ったくるように受け取る。ジンジンは椅い子すにつく聖羅の背はい後ごへと回っていった。


    「嫌いや々いややるのでしたら、やらなくてよろしくってよ？」


    「いいえ。やります。やらせていただきます。嫌々じゃなくて心から。誠せい心しん誠せい意い。やりますっ」


    　ブラッシングないしはグルーミングが──はじまった。


    　目を閉とじた聖羅は、しばらくジンジンの手にその髪を委ゆだねていたが──。


    「上じよう手ずではないわね」


    　ややあって、そう断だんじる。


    「すいません」


    　これで解放されると、ジンジンがほっとした顔を浮かべたのも、束つかの間ま──。


    「つぎまでに修しゆ行ぎようしてきなさい」


    「つぎもあるんですかっ!!」


    　ジンジンの悲ひ鳴めいに近い叫さけび声が、部室にこだました。
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    でかいのはだあれ
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    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    「なぁ──」


    　窓まど辺べの席の直ちよく射しや日光のその下もとで、マンガ雑誌を漢おとこ読よみしているケンケンが、不意に言った。


    「なーにー？」


    　水すい滴てきを浮かべたグラスから、冷たい紅茶をストローで吸いながら、霞かすみは問い返す。


    　こちらは汗あせのひとつもかいていない。日差しさえ避さけていれば、この部室は風通しがよくて、けっこう涼すずしかったりする。


    　ケンケンが夏の陽よう光こうの下で汗をだらだら流しながら我が慢まん大会のようにマンガを読むのはなぜなのか。誰もその答えを知らない。知ろうともしない。「そっちのほうがワイルドだろぉ」とかいう肯こう定ていしにくい答え以外に、なにひとつ思いつかない。


    「おまえらのなかでさー……」


    　ケンケンはそう言ったきり、またしばらくマンガに戻る。ページをめくる音だけが続く。


    　こうして会話の途中で事こと切きれてしまうことを〝ＧグツＪジヨ部ぶ式しき話わ法ほう〟と呼ぶ。会話の途中で途と切ぎれてしまって、そして忘れた頃になって、何なに事ごともなかったかのように続きが口にされる。それが他ほかと違う時間の流れが支配しているＧＪ部式というものだ。


    「……いちばんでかいのって、だれだー？」


    　何十回もページがめくられ、アイスティーのグラスも半分ほど減った頃になって、ケンケンは話の続きを口にする。


    「なにが？」


    「だからー。おまいらのなかで、いちばんデカいのって、だれだー？」


    「なにそれ？　なんの話？　なにがでかいって？」


    「だからよー──」


    「──ケンケンってさー。女の子のこと〝おまえら〟って言うよねー。どうでもいいけど」


    「仕方ありませんわ。男性上位主義のオスガキなのですから」


    『ケンケン君って。大人おとなの女の人にも〝おまえ〟とか言うのかなー。見てみたいよねー』


    「なんで俺おれ。ダメ出しされてんの？」


    　女性陣じん三人から攻こう撃げきされて、ケンケンは言った。半ベソの四分の一くらいの顔になっている。つまり八分の一ベソだ。


    「用件を言わないからでしょー」


    「言ってるじゃん。きーてるじゃん。──おまえらのなかで、誰が一番、おっぱいデカいのかって、さっきからそーきーてるじゃん」


    「んな──ッ!?」


    　霞かすみは絶ぜつ句くしていた。「デカいのだれ？」と訊きかれて、一瞬、その答えを連想しなくもなかったが──。ケンケンだからそれはないよねー、と誰もがいちばん最初に却きやつ下かした答えだった。


    　しかし答えはなんと一番だった！


    「な、な、な、……なんでどうしてそんなこと訊くの!?　まさかケンケン!?　そっち方面に目め覚ざめちゃったとかっ？」


    「んー？　このあいだの仕返し的な……ナニカ？」


    「このあいだってなによ？　なんの仕返しなのよ？」


    「四しノの宮みや先せん輩ぱい。それはきっと、僕と健けん太たにケンカをけしかけた〝どっちが強い〟の質問のことではないでしょうか」


    「けしかけてナイよ？　訊いただけだよ？　そしたら二人がケンカしちゃっただけだよ？」


    「健太にとっては女性の強さ＝その部分の大きさ、という図式なんでしょうね。まあそれはともかくとしまして、被ひ害がい者しやの一人として僕も訊いてみたいところですね」


    「うっわ。ジンジンがかばってくんない！　フェミニスト失しつ格かくだよ！」


    「カスミー……おまえかー？　おまえがいちばんデカいんかー？」


    「ちょ──！　そーゆー目！　こっち向けんな！」


    　霞は制服の胸むな元もとを手でかばって逃げ惑まどう。ケンケンはさらに悪ノリして、手で輪わっかを作って目のところにあてて、「透とう視し能力～っ！」とか言いながら霞を追いかけまわす。


    「誰がいちばんデカいんだー？　聖せい羅ら……。おまえかーっ？」


    　ケンケンはつぎにその矛ほこ先さきを聖羅へと向けた。


    「わたくし。仕返しされる覚おぼえはありませんけど……」


    　クールな声で言いつつも、聖羅は胸元をかばった。首くび筋すじをうっすらと桜さくら色いろに染そめて、ケンケンをにらみ返す。そういう目で見られていると意識すると、恥はずかしくなってきてしまう。


    「トモちゃん……、は、ねえな」


    　隅すみの席でサスペンドしている小こ森もりさんはスルーして、ケンケンの矛先はジルへと向かった。


    「ジル～！　おまえか～！　やっぱりおまえかーっ！　おまえがいちばんデカいのかーっ!?」


    　いやらしい笑いを浮かべて迫せまってくるケンケンを、ジルは柔にゆう和わな微ほほ笑えみで迎えた。


    『ねえ。わたしも訊いてみてもいい？』


    　と、ホワイトボードに書いてみせる。


    「……な、なんだよ？」


    　ジルはホワイトボードをいっぺん吹き消してから──。つぎの言葉を書いた。


    『ケンケンとジンジン。どっちのほうが大きいの？』


    　その質問の破は壊かい力りよくはすさまじく──。ケンケンは一発で黙だまりこくった。


    　はい。この話題。しゅーりょー。
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    ポニテまつり
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    「このあいだお兄ちゃんにねー」


    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    　キノコとタケノコの箱を開あけつつ、霞かすみがそう言った。


    「うっわ融とけてるよ、くっついちゃってるよ」


    「夏場にチョコ系のお菓か子しは無む謀ぼうだと思いますよ」


    「いやこれはこれでなかなかオツな……。それでお兄ちゃんにねー。うなじのどこがいいのか訊きいてみたのね」


    「はい？　うなじ？」


    　声だけで応おうじていたジンジンは、読んでいた本をそこに置き、霞に顔を向けてきた。


    「ほらこのあいだケンケンがうなじマニアになってたよね」


    「うなじー……。うなじー……」


    　名前を呼ばれたケンケンが、マンガ雑誌をそこに置き、声と仕し草ぐさとで禁断症状を訴うつたえはじめる。


    「ほらこれ」


    　けろりとした顔で霞は言った。霞自身は「うなじがえっち」がなぜなのか、まったくわからない派。


    「お兄ちゃんに、うなじのどこがえっちなの。お兄ちゃんもうなじ好き？　って訊いてみたのね。そしたら黙だまりこくっちゃって、結局、よくわかんなかった」


    「あー……」


    　ジンジンにも、なにかピンとくるものがあったようで、やはり黙りこくってしまう。


    「なんで黙るの？　ほーらジンジンもやっぱり黙っちゃった」


    「ま、まあ……、フェチズムというものはもっぱら個人的なものですから……」


    　言いにくそうな顔で、ジンジンはしぶしぶと白はく状じようする。


    「ふぇち？　これってふぇちとか、そういう話だったの？　なに？　じゃあこれって、絶対領りよう域いきだとかそんな話？」


    「いえ絶対領域とかいうのはよく知りませんが。うなじのほうは、まあ……、わからないことも……、いえべつに、僕がうなじフェチであるとカミングアウトしているわけではありませんが」


    「なに言ってるかわからないよジンジン」


    「すいません」


    「よし。じゃあ！　ＧグツＪジヨ部ぶだいじっけんをしよう！」


    　と、霞かすみは立ちあがる。


    　なんでか示し合わせたように、霞以外の女の子たち──聖せい羅ら、ジル、小こ森もりさんも、すっくと立ちあがる。


    「はい。ほら。出てって。出てって」


    　男だん子し二名は部室から追い出された。ドアの外で待たされること、数分──。


    「はーい！　いいよーっ！」


    　声に呼ばれて、ジンジンとケンケンの二人が部室内に戻ってくると──。


    「じゃーん♪」


    　くるりんと、まず霞が回る。そのポニテはいつもより高たか々だかと結ゆい上げられている。


    「じ、じゃーん……ですわ」


    　聖羅もくるりんと回る。何度か見せたことのあるポニテ・スタイルを披ひ露ろうする。


    「JA-NN!!」


    　ジルもくるりんと回る。滅めつ多たに見ることのできない黄おう金ごんのポニテだ。


    「じゃーん」


    　平へい坦たんな口く調ちようで小森さんも回る。こちらのポニテは本ほん邦ぽう初公開。


    「どや！　うれしかろ！」


    　腰こしに手をあてて霞は言った。聖羅やジルや小森さんたちも、思い思いのポーズでキメる。ちなみにうなじを見せつけるために、後うしろ斜ななめ四十五度の角度を取っている。


    　ありがとうございますありがとうございますと拝おがんでいるジンジンと、鼻の穴あなを広げきってマヌケ顔をさらしているケンケン。


    　そんな男子二名の反はん応のうに──うなじのあたりにくすぐったさを覚おぼえる。


    「でもなんで、うなじなの？」


    　ほっぺたを指先で押しこみ、霞は小こ首くびを傾かしげる。


    「──ぱんつとぶらちらは、そりゃえっちだけど。うなじってぜんぜんえっちくないよ？」


    「いやなんといいましょうか……」


    「そんなことよりも霞さん。──訊きくべきことがあるのではなくて？」


    「なに？　どしたのセラちゃん？」


    「誰のポニテが一番なのか。白はく状じようさせたら面白いと思いません？」


    「るる♪」


    「いいですね」


    　皆が賛同を示す。


    「──ほら！　──ほれ！　白状しろお！」


    「勘かん弁べんしてくださいよ」


    　本日の部活動は〝ポニテ祭り〟だった。
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    姦しい
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    「俺おれのつくった字ーっ！　だいはっぴょー！」


    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    　しばらく前からジルのホワイトボードを借りて、マーカーでなにやら書き書きとやっていたケンケンが、突然、そんな大声を張りあげた。


    「なになに？　なにを作ったって？」


    「なんですの？」


    「ぼーど。かえして。はなせないよ。」


    「ああ小こ森もりさん。すいません。アイスティーを頂いただけますか。ストレートで」


    「承しよう知ちしました」


    　各かく人じんからの注目が集まってきた頃ころ合あいを見み計はからって、ケンケンは、ホワイトボードをすとんと立てた。


    「じゃーん！」


    　そこには〝女〟が三つ重ねられている字があった。〝姦〟というかたちになっている。


    「へー。ケンケンすごいじゃないー」


    　男のコがなにかを自じ慢まんしているときには、とりあえず褒ほめておけ──の法則にしたがって、よくわかんないが、霞かすみはとにかく褒めてみた。


    「これな。女が三つで。〝うるせえ〟って読むんだ」


    「なんですと」


    「おまえらのことだぞー」


    「だから。なんですと」


    　霞はぎろりとケンケンをにらんだ。


    　字そのものには敬けい意いを表ひようするが、内容のほうには異い議ぎアリだ。大アリだ。


    「でもですね。僕。なんだかその字に、見み覚おぼえがあるような気がするんですよね……」


    「うっそだー。こんな字、あるわけないよー。だって変だよー」


    「そうだそうだ！　俺のー！　はつめーだぞー！」


    「いや……。でもなぁ……」


    「いま〝中なかの人〟に訊きいてみましたところ。たしかにあると申しておりますわね」


    「ですから天あま使つか先せん輩ぱい。その中の人ってなんなのでしょう」


    　携帯をぽちぽちやっていたジルも、ホワイトボードを取り戻して、さらさらとそこに文字を書きこむ。


    『姉さんに訊いてみました。〝姦かしましい〟って読むそうです。意味はケンケンの言っていたのとだいたい同じ』


    　国語辞書を何冊も読どく破はしている日本語の専門家から権けん威いある解答が返ってくる。


    　これで三票。


    　ケンケンのパクリ疑ぎ惑わくが急きゆう浮ふ上じようしてくる。


    「だめだよケンケン。パクったらいけないよ」


    「パクってねーよ！　俺おれが考えたんだぞー！　パクったのはあっちだぞー！」


    「あっちってどっちよ？」


    「俺だー。俺が考えたんだから、パクるのはだめだぞー。ちょさくけん、とかいうやつだー」


    「ケンケンすごくなかったね」


    　男のコがなにかグズグズ言っているときには、とりあえず見み下くだしておけ──の法則にしたがって、霞かすみは冷たくあしらいにかかった。


    「おまえさっきすごいって言ったじゃん！　言ったじゃーん！　俺の味み方かただったじゃーん！　敵てきになんのかよー！」


    「あーもう、めんどくさいな男のコは。味方でなきゃ敵なのかっ」


    　ぴっとお菓か子しの封ふうを切って、キノコとタケノコとを適当に、三、四個ずつすくい取って、それをケンケンの口に放りこむ。顎あごをがちゃんとやって、口を閉とじさせて、もぐもぐとやらせると、とりあえず静かになった。


    「ところでさー。こもりんも入れると四人だけど。女が四つあると、それはなんて読むの？」


    「う？」


    「あと蛍ほたるちゃんも入れると五人だよね。女が五個ある字。早く発明しなきゃ」


    「うお？」


    「発明したらどっかに届け出をだしに行かないとね。そしたらケンケンの字になるよ。たぶん」


    「なんと！　ほんとか！」


    「たぶん」


    　霞は無責任にうなずいた。なるわきゃないけど。そう言っておくと静かになっていい。


    「よし！　こうでこうでこうだー！」


    　ケンケンは[image: ]作に勤いそしんでいる。「女女女女女」といっぱい字を書き連つらねている。ホワイトボードをまた乗っ取られて、ジルがぷうと頰ほおを膨ふくらませている。


    「霞さんも弟のあしらいかたが上じよう手ずになってきましたわね」


    「本当に感心しますね」


    　聖せい羅らとジンジン。クール姉きよう弟だいがシンクロしてうなずいている。


    「セラちゃんだって人ごとじゃないよ。弟いるし」


    「うちの弟はそんなに面めん倒どうくさくないですから」


    　聖羅は素そ知しらぬ顔でうそぶいた。
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    ケツデカ
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    「健けん太た君に〝ケツデカ〟って言われたんです」


    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    　小こ手て指さし冴さえ子こさんを迎えて、今日の部室は、いつもと違う雰ふん囲い気きだった。


    「ケンケンってば、このあいだからへんだよね」


    　霞かすみは深ふか々ぶかとうなずいて返した。


    　このあいだもケンケンが「だれがいちばんおっぱいデカい？」とか訊きいてきて、部室は大だい混こん乱らんとなってしまったばかりだ。


    「霞先せん輩ぱいも、けっこう、お尻しり。大きいですよね」


    「なんであたしに飛び火するかなーっ」


    　霞はお尻の下に手を回して、椅い子すの上でお尻をかばい立てた。


    「健太君が……、あんなこと言うなんて……」


    　小手指さんはショックを受けている顔で、そう言った。


    「言うよ。ケンケンはそういうこと言っちゃうコだよ。目め覚ざめたのかと思って慌あわてちゃったけど……。それはゼッタイ嫌いやがらせだね。嫌がらせなら、ケンケンの得とく意い技わざだよねーっ？」


    　霞は皆に同意を求めてみたが──。


    　全員、部屋の隅すみのほうに待たい避ひしていて──。小手指さんの応おう対たいに出ているのは、霞ひとりだけだ。聖せい羅らとジルは、もうはじめから三メートル以上もの安全距離を取っている。唯ゆい一いつジンジンだけが、一メートルくらいの半はん端ぱな距離にいる。それだって半はん身みになって及および腰ごしだ。いつでも逃げ出せる体勢で、かろうじて机つくえのへりにへばりついている。


    　話題の主ぬしであるケンケンは、もちろんいま部室にいない。ケンケンがいる前では、小手指さんは決して本ほん音ねを口にしない。猫ねこかぶっているとか言ってはならない。乙おと女め心ごころと呼んであげるべき。


    「幻げん滅めつです」


    　ストローでずごっとグラスのなかの真ま水みずを吸って、小手指さんは、そうつぶやく。


    　そもそもいったいどんな幻げん想そうをケンケンに抱いだいていたのか。そこのところが霞はたいへん気になりはしたものの──。


    「じゃ、じゃあ……？　別れるの？」


    「別れるとかいう以前に、私たち、べつにお付き合いしていませんけど」


    「じゃあ別れるんだー」


    　霞はどこかほっとした表情を浮かべた。


    　ケンケンと小手指さんのあいだに、最近そこはかとなく漂ただよっている、なんだか不ふ穏おんな種類の空気を、霞かすみとしては気にしていた。部活の先せん輩ぱいとして、後こう輩はいの二人がくっついてしまうのって、どうかと思う。──って、べつに小こ手て指さしさんは部員でもなんでもないんだけど。まあ後輩は後輩だけど。なんか前から敵てき意いを向けられているカンジで苦にが手てだったけど。でも最近〝霞先輩〟とか下したの名前で呼ばれるようになってきて、なんとなく妹みたいで、カワイー感じがしなくもなかったしー。


    「ですから。誰が別れるなんて言いましたか」


    「え？　別れるんじゃないの？」


    「幻げん滅めつしたと言いました」


    「だから別れるんだよね？」


    「それとこれとは話が別です。幻滅したのは私が健けん太た君に身勝手な幻げん想そうを抱いだいていたからです。それを殺すと、そう言いました」


    「言ってないヨ？　殺すとかそんな物ぶつ騒そうなこと、こてさしゅさん、ぜんぜん言ってないから!?」


    　霞は助けを求める視線を皆に送った。


    　一メートルの距離で踏ふみとどまっているジンジンが、手のひらを上に向けて左右に開ひらき、〝お手上げ〟のポーズを返してくる。


    　小手指さんは、ずごっと一ひと息いきでグラスの中の水を吸い殺した。小こ森もりさんがウォーターサーバーを傾かたむけておかわりを注そそぐ。いくらでもあります、とばかりに、一リットル以上入る容器を示してくる。


    「私のお尻しり。そんなに大きいですか？　霞先輩のほうが大きくないですか？」


    「だからなんだってあたしに飛び火するかなー？」


    「私がもしケツデカなのだとしたら、霞先輩だってケツデカなんじゃないんですか。健太君にケツデカって言われなくちゃなりませんよね？」


    「えっ？　ええっ？　ええーっ……？　……どうなの？」


    　あまりに当然のことのように小手指さんが言うので、霞は急に自信がなくなって、皆に訊きいてみた。もちろん返事など返ってくるはずもない。皆は恐おそれおののいている。


    「け……、ケンケンのそれは、ただの嫌いやがらせだってばー。こっちが嫌がるから言ってくるだけだってばー。べつに意味なんて深く考えてないってばー」


    「僕は思うんですけど……」


    　ジンジンが勇気を持って発言する。


    「気になる子に嫌がらせをしてしまうのって、一般的かつ普ふ遍へん的てきな行動だと思いますよ」


    「……えっ？」


    　小手指さんは手を口くち許もとにあてて驚おどろいた顔をしている。その驚きが、しばらくの時間とともにほんにゃりと蕩とろけていって、喜よろこびへと変わる様さまを見ながら、霞は、ふと思った。


    　──そういえば〝ケツデカ〟って、ずいぶん前から、あたし何度も言われてたっけなー。
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    カレーは飲み物
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    「カレーは飲み物だという説せつがあります！」


    　いつものお昼休み。いつもの広い部室。


    　週に一回の部室でのおべんとタイムが、いつものように、ゆるゆるとはじまっていた。


    　しかし皆の前にはおべんとが出ていない。スプーンを手に握にぎりしめ、水のコップを前にして、霞かすみの演えん説ぜつに聴きき入っている。


    「その説をたしかめるために、本日、ただいま、ヒトサンマルマル！　ＧグツＪジヨ部ぶはだいじっけんを敢かん行こうします！」


    「おー！」


    　皆から喝かつ[image: ]さいがあがる。


    　その中でもいちばん喜よろこんでいるのはケンケン。椅い子すから立ちあがって不思議な踊おどりを踊っているくらいだ。


    「健けん太たはカレー戦士ですからね。おかわり争そう奪だつ戦せんで健太に勝った者はいません」


    「はいはい。ちょっと待っててね。もうすぐだから。あと、三……、二……、一……」


    　壁かべのハト時計からハトが飛び出してきた。ぴぽっと一回鳴いてから、引っこんでゆく。


    「失礼します」


    　プレハブ小屋のドアの外から、落ちついた女性の声が響ひびく。


    「森もりさんキター！」


    「大きいトモちゃんキター！」


    「聖せい羅ら様。ご所しよ望もうの品しな。お持ちしました」


    　部室に入ってきた森さんは、大きな鍋なべと小さな鍋を携たずさえてきていた。カレーの独特のあの匂いが部室に充じゆう満まんする。食欲をそそる。


    　皆のはらぺこのお腹なかが、ぐーと鳴った。


    「それでは。私はこれで」


    「ご苦労です。森」


    「えーっ？　森さんもう帰っちゃうのーっ？」


    「大きいトモちゃん、またなーっ！」


    　ぺこりとお辞じ儀ぎをして森さんは退たい出しゆつしてゆく。


    　小さいトモちゃん──じゃなくて、小こ森もりさんが仕事を引き継ついだ。


    　大きな鍋にはカレー。そして小さな鍋のほうには白いご飯が入っている。


    「俺おれ俺俺！　ごはん大おお盛もりでー！」


    「飲み物かどうか試ためすんだから。ほどほどにしときなさい」


    　ルーが多めに盛もられたカレーライスが、皆の前に出される。


    「の……、飲み物っていうからには……、飲むんだよね？　か、嚙かんじゃだめ……なのかな？」


    　言い出しっぺの霞かすみではあるが、どうやって食べたらいいのか、わからない。不安な顔で皆に思わず訊きいてしまう。


    　普通に食べるやりかたであれば──もちろん知っている。


    　だが普通に食べたのでは、それでは普通。ぜんぜんＧグツＪジヨ部ぶ的ではない。ＧＪ部魂だましいは燃もえあがらない。


    「僕が思うに。すこしは嚙んでもいいじゃないかと。スープでも具ぐが入っていると嚙みながら飲むこともありますよね。ミネストローネだとか」


    「そ、そっか。そうかもっ」


    　とはいえ、やっぱり先に進めない。


    　皆は──と見て回れば、聖せい羅らはお皿を前にしてにらめっこをやっている。


    『熱あつ、熱』


    　ジルはふーふーと吹いている。けっこう猫ねこ舌じた？


    「なんだよ。みんな食わねーのかよ。さめちまうぞー？」


    「ケンケンやってよ。飲んでみせてよ」


    「こんなもんはなー！　こうして！　こうやって！　こうだあぁーっ！」


    　ずぞぞぞぞーっと、カレーと混まぜたご飯を一緒になって吸きゆう引いんした。


    　飲んだ。たしかに飲んだ。カレーはたしかに飲み物だった！


    　やりかたがわかったなら、霞にも簡単だった。ケンケンのやったように皿の縁ふちに口をつけ、ずぞぞーっと吸う。


    「飲んだ！　飲めた！　飲み物だっ！」


    　ふーふーとやっていたジルも、ようやく飲みはじめる。ジンジンもあとに続く。


    　皿に口を付ける姿勢を最後まで取れずにいたのが聖羅であった。


    「お……、お行ぎよう儀ぎ悪くありません？」


    　しかし皆の返事はない。一いつ心しん不ふ乱らんに皿に顔を突っこんでいる。


    「小こ森もり……、叩たたきません？」


    「部活動ですから」


    　小森さんは首を横に振って返した。天あま使つか家けにおける厳きびしいテーブルマナーの躾しつけも、今日、この日に限っては適てき用ようされないと約束がなされる。


    「で、では……」


    　まなじりを決して、聖羅は顔を下げて皿に向かった。


    　ずずずずずー。ずぞぞぞぞー。と、部室には音だけが響ひびいた。


    　今日の部活動は、カレーは飲み物かどうかを確かめるＧＪ部だいじっけんだった。
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    一文字センセ、くる
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    「先生はなー。昔なー。世界を救すくったこともあるんだぞー」


    「はいはい」


    「すっげー！　カッケー！」


    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    　今日のＧグツＪジヨ部ぶはお邪じや魔ま虫むしの襲しゆう来らいを受けていた。


    「だからケンケン。信じちゃだめだって」


    　いつものように始まるホラ話を、霞かすみを含ふくめたほとんどの者は眉まゆに唾つばをつけて聞いている。はじめからウソだと身み構がまえて聞いている。


    　だがケンケン一人だけは、本気にしてしまっている。エキサイトしちゃっている。


    「なーなー！　先生！　変身できるってホントかー！　ホントかー！」


    「本当だともー」


    「シャバドゥビタッチ、ヘーンシーン！　──ってやんのか!?　やんのかっ!?」


    「いやー。先生それ知らんなー。先生の頃は、こうやって腕うでを交こう差ささせてだなー」


    　センセは〝顧こ問もん〟という立場を悪あく用ようして、たまにこうしてやってくる。タダ紅茶を飲みまくり──そしてあろうことか、生徒のおやつに手を伸ばしてくる。


    　ばしばしと霞がしっぺを連れん打だしても、まったく手を引っ込めようとしない。


    「先生。お小こ遣づかい少ないんだー。きっと四しノの宮みやより少ないと思うぞー。うちの嫁よめさん。美人なんだがー、倹けん約やく家かでなー」


    「センセそれ理由になってないよ。あと聞いてないから。それからセンセの奥さんが美人ってゆーのは、それ絶対ウソだから。アリエナイから」


    「はっはっは。四ノ宮は手て厳きびしいなぁ。先生はなー。昔はモテたんだぞー。先生を取りあってヒロインたちがアルマゲドン起こしたくらいだー」


    「大人おとなのオトコのひとってみんなそれ言うよね。どうしてだろうね。うちのおとーさんもそれ言うよ。小動物系のくせに」


    　横を向いた霞の視界を、赤い着物が横切っていった。


    　部室に常じよう駐ちゆうしている座ざ敷しき童わらし的少女の蛍ほたるが、先生の膝ひざの上に、小さなお尻しりをすっぽりと収おさめる。


    「あれれっ？　なついちゃってる？」


    　蛍が張り合うように膝の上ポジションを取りに行ったのは、先生の女性関係の話をしていたからだろうか？　──いやまさかね。


    「はっはっは。先生。蛍のことも好きだぞー。心配するなー」


    　頭をなでくりなでくり。首をぐりんぐりん回されて、蛍はにんまりと嬉うれしそうな顔。


    「幼よう女じよを口く説どくな。外げ道どうセンセイ」


    「先生！　センセイっ！　変身みせてくれ変身っ！」


    「だからケンケン。そんなの出来る人いないってば。いいかげん小学生を卒業して中学生になろうよ。キミもう二年生なんだよ」


    「ああしまった。そういえば先生、忘れてたなー。ここ何周かは変身してなかったんだー。異い能のうが大流行してた頃には、まだけっこう変身してたんだがなー。最近の流は行やりは日常系だそうだなー。だから敵てきがいなくてなー。またこんどなー」


    「ちぇっ」


    「ほらみなってケンケン。大人おとなっていつもこうだから。ズルいよね。キタナイよね」


    「なに言ってんだよ。仕方ねえだろ。敵がいなかったら変身しちゃいけねーんだよ」


    「うおっ。ケンケン先生の味み方かたなのっ!?」


    「先生。どんな敵これまでに倒した？　ドラゴン倒したかー。魔ま王おうは倒したかー」


    「ドラゴンと魔王と神までなら一周目で倒してたなー。二周目はレベル１から邪じや神しんとやって、三周目には宇宙帝てい王おうと戦たたかったぞー。はっはっは。あのときは先生も第八段階の変身までしなくちゃならなくてなー。さすがに死ぬかと思ったぞー」


    「すげえ！　変身が八段階まであんのかよっ!?　どんだけだよっ!?」


    「だから先生。その何周目とかってなんなのよ？」


    「おお四しノの宮みやも先生の話を、ようやく信じてくれたかー」


    「信じてないもん」


    　霞かすみはぷいっとそっぽを向いた。


    　くくくく、という笑い声に顔を向けると、聖せい羅らがうつむいて肩かたを震ふるわせているところだった。


    「ひどいよ。セラちん」


    「ごめんなさい。霞さん。でもおかしくて……」


    　聖羅は口くち元もとを押さえるが、その手の隙すき間まからは、笑いが吹きだしてくる。


    「男のコって、どーしてこうなの？」


    　二人に呆あきれ顔を向けながら、霞は言った。


    　小さなほうの男のコと、大きなほうの男のコ。二人はいま「必ひつ殺さつ技わざ」の話に夢中だ。センセが昔変身できた頃、どんな必殺技を使えたのかとか、そんな、しょーもない話。


    「一緒にしないでくださいよ。僕は違いますからね」


    「ジンジンってほんと、男のコっぽくないよね」


    「それは褒ほめられているんでしょうか」


    「褒めてるよ」


    「そう受け取っておきます」


    　本日の部活動は先生のホラ話で終しゆう始しした。
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    第一回好きな教科選手権
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    「第一回！　好きな教科選手け～ん！　どんどんぱふぱふ～♪」


    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    　霞かすみが、突然、奇き声せいを張りあげた。しかし皆は慣なれっこで驚おどろく者もいない。


    　ちなみに霞が語ご尾びに「♪」を付けて「どんどんぱふぱふ～」と言ったときには、これは構かまわなければいけない合あい図ず。皆は自分の作さ業ぎようを中断して、可か及きゆう的てき速すみやかに霞のほうに体を向けた。


    「なんですの。霞さん」


    「なんでしょう。四しノの宮みや先せん輩ぱい」


    　霞の親友筆ひつ頭とうである聖せい羅らと、女性に優しいことで定評のあるジンジンとが、共に訊きく。


    「好きな教科選手権だよっ。どの科目がいちばん好きか。いまＧグツＪジヨ部ぶ的に、だいはっぴょー!!」


    「俺おれ。給食なー」


    「ケンケンそれは学科っていわない」


    「なら給食なー」


    「だから変えろって」


    「わかった。じゃあ給食だ」


    「せめて体育とかにすれば？　ケンケンがなに好きなのか全部バレバレなんだから」


    「俺。英語好きだぜ？」


    「うわっ。ケンケン体育以外で得意分ぶん野やあったよ！」


    「健けん太たは英会話の美よし子こ先生となぜかノリが合う感じでして」


    「体育は、あれだー。好きな学科というよりは生いき様ざまだー」


    「なに言ってるのかわからないよ」


    「わたくしは古こ文ぶんと。あと歴史でしょうか。日本史もいいけれど世界史のほうが素す敵てきですわね。特に古い時代ほど世よの常識が違っていて自由を感じますわ」


    「僕も古代のほうにロマンを感じますね。近代史もいいんですけど」


    「ジンジンの得意学科ってスマホじゃなくて？」


    「それは学科って言いませんよ。ああ。でも工業系の学校に進学して情報処理科にでも進めばプログラミングも学科になるのかな。行きませんけど」


    『わたし技術・家庭の家庭科のほう～っ。特に調理～っ。和食が作れて楽しいです』


    「ジルちゃんの料理ネイティブだもんね」


    『そうなの？』


    「ジルちゃんのおべんと箱。正しよう体たい不明の丸焼きとか。見たことのない草とか入ってたりするよ。そんなのがシューマイと仲良く同居してたりするよね」


    『あれはね──』


    「あー！　書かないで！　書かないで！　聞かないほうがいい気がするー！」


    「でも和食といっても元もとを正ただせば外国の料理であることが多いようですよね。たとえばシューマイは中国料理ですし。あとポピュラーなトンカツやコロッケやフライなどはフランスのようですし。あとカレーなんかはイギリス料理ですよね」


    「カレーってインドじゃないの？」


    「インドが植民地だったころにイギリスに伝わりまして、日本に伝わったのはイギリスからです。だからどこから来たかという話であれば、イギリスってことでいいんじゃないかと」


    「へー」


    　さすがジンジンは近代史が好きだというだけあって、こういう話がさらさらと出てくる。


    「俺おれの得意学科はカレーにした」


    「だからそれはまったく学科でもなんでもない。好きな食べ物選手権。やる？　やっちゃう？」


    『たいへん。わたし和食。作ってなかった』


    「和食っていったらなんだろね。外国から入ってきたんじゃない純国産っていったら。お味み[image: ]そ汁しるとかご飯とか？　あと納なつ豆とう？」


    「BUUUUUUU!」


    「うわ。なに。なんなの。ジルちゃん？」


    　突然のブーイングがジルの口からあがって、霞かすみは驚おどろいた。お人形さんみたいな美少女が、唇くちびるを震ふるわせて「ブー！」とかやると、びっくりを通り越してぎょっとなる。


    「ナットウ！　キケン！　あれは！　キケン！」


    「あー。はいはい。ジルちゃん納豆嫌きらいだったよね」


    「いつから食べ物の話になったんでしょうか。ちなみに白はく飯はんは中国からの伝来ですし。天ぷらとかもポルトガルという説がありますし。うーん。純じゆん粋すいな日本食っていうと……。蕎そ麦ばとか刺さし身みとかになるんでしょうか」


    「だから話戻そうよ。好きな食べ物選手権はまたこんどだよ」


    「四しノの宮みや先せん輩ぱいだけですよ。好きな教科を言っていないのは」


    「えっ？　あっ。そうだっけ？　あたしは……、あたしは……、えーっと……、なんだろう？」


    「数学なんじゃないんですか？」


    　霞の数学的才能は皆もあまねく知るところである。


    「数字すきだけど。でも数学はとくに」


    　霞は首をひねりながらそう言った。


    　今日のＧグツＪジヨ部ぶの部活動は「第一回好きな学科選手権」だった。


    　本当に得意なことは本人にとってはあたりまえのことで、好きなものというのは、それとはちょっと違っていたりすることが、なんとなく不思議だった。
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    りっちゃん、くる①
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    「かもな、まい、ぶしつー！」


    　両手を左右に大きく広げて、お客さんをお迎えする。


    「あ。まいとか言ったぞいまこいつ。そこは俺おれたちの──なんだから、あわーだろ」


    「うっわケンケンが英語を正ただしてきたよ！」


    「俺。英語成績いーんだぞ。美よし子こ先生。アメリカ人で英語うめーんだぞ」


    「ぶしつー、のところも英語で言うべきではないかしら」


    「うっわセラちんもけっこう容よう赦しやないよ！　霞かすみは痛つう恨こんの一いち撃げきを受けた！」


    「愉ゆ快かいね。カスミのところの部活って」


    　見事なツインテールの右みぎ側がわを払って、招まねかれた少女はそう言った。そのクールな顔に、すこしだけ笑みを浮かべている。


    「ええと。ここってＢＪ部だっけ？」


    「ＧグツＪジヨ部ぶ」


    「ああ。ＪＣ部だっけ」


    「ＧＪ部」


    「わかってるわよ」


    　こんどはツインテールの左側を払って、彼女はクールに言う。クールさと茶ちや目めっ気けとが同居する不思議な雰ふん囲い気きの少女であった。


    「ということで！　あたしのクラスの後うしろの席のりっちゃんです！　かねてからの話題の人です！　恋愛師し匠しようです！　今日はお客さんということでーっ！　あわー部室にっ！　呼んでみましたー！　どんどんぱふぱふー♪」


    「東しの雲のめ理り央およ。カスミの親友」


    「し、親友っ!?」


    　霞はびっくりとした顔で、相手の顔を見つめた。


    「あら違ったの？　そう思っていたのは、あたしだけ？」


    　理央と名乗った少女は、ツインテールを結むすぶドクロの髪かみ留どめを霞に向けて、計はかるような顔をした。


    　霞はぶんぶんと首を振りたくった。


    「ううん！　親友！　そう！　親友！　大親友！　いっつもおべんと一緒に食べる仲っ！」


    『すごい霞ちゃんがペース握にぎられてる』


    　一同は部室のなかに移動した。机つくえと椅い子すは数が足りないので脇わきに片付けて、畳たたみの和のスペースの上に、それぞれ腰こしを下おろす。


    　小こ森もりさんのアイスティーも出てきて、落ち着いたところで──。


    「はじめまして。霞かすみさんの親友一号。──天あま使つか聖せい羅らですわ」


    　聖羅が黒くろ髪かみを垂たらして深ふか々ぶかとお辞じ儀ぎをした。そこにジルも続いてゆく。


    『聖羅ちゃん。ちがうよー。わたしが一号だから、聖羅ちゃん二号だよー。はじめまして。ジェラルディンです。カナダからです』


    「それではわたくしは二号で。東しの雲のめ理り央おさんは三号ということでよろしくて？」


    「天使先せん輩ぱい。なに張り合っているんですか」


    　ジンジンが苦笑しながら片手を差しだす。おたがい苦労していますね、みたいな微ほほ笑えみで友好的に握あく手しゆを求める。


    「──で。この男のコたちは。どっちのコが、カスミのオトコなわけ？」


    「ぶはっ！」


    　カスミが口からアイスティーを逆ぎやく流りゆうさせた。霧きり吹ふきのように見事に空中に大きな丸い雲ができあがって──皆は思わず、ぱちぱちと拍はく手しゆをした。


    「な、なななな──なに、りっちゃん、ナニ言っているのかなーっ？」


    「だって、このあいだカスミを取り合って夕陽の橋の下したで決けつ闘とうしたって──」


    「──言ってないヨ！　あたしのせいで二人がケンカしちゃったって相談しただけだヨ！」


    「それ色恋なしで？　マジで？」


    「ナイナイナイナイ！　ナイからっ！　マジマジマジ！　大マジでっ！」


    「なんで？」


    「いや……、なんで……、って言われても……」


    　霞は困こまった顔になっている。うつむかせた顔から、目だけを持ちあげて、ジンジンとケンケンの顔をちらりと見る。


    「あははー。おまえ。まっかー」


    　ケンケンが指を差して子供的に囃はやし立てる。場ばの流れというものをまったく理解していない。まったくお子様極きわまりない。


    「ああ」


    　さすが恋愛師し匠しよう。一瞬でなにかを直感的に理解したようで、その話題はとりあえず終了した。


    「じゃあ──、ほかの話をしましょうか。みんな、なにかあたしに聞きたいんだって？」


    　恋愛師匠──理央はそう言うと、座り直した。しどけなく腰こしをずらして、足を組む、なんだか色っぽく座り直す。ツインテールの片かた側がわを指先で絡からめ取り、ふうと吐と息いきを吹きかけると、物もの憂うげで悩なやましげな視線を一人ずつ順番に流していった。


    　中学生らしからぬ、ぞくりとする色気を感じて──皆は居い住ずまいを正ただした。


    　ケンケンまでもが、あぐらをやめて正座にかわる。


    「いいわよ。なんでも答えてあげる」
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    りっちゃん、くる②
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    「はいはいはいはい！　はいはいはーい！」


    　皆が一いつ斉せいに手を挙あげる。手を挙げていない例外は、ケンケンと霞かすみの二人だけ。


    　蛍ほたるはわかっているのかいないのか、皆を真ま似ねして手を挙げている。小こ森もりさんも、なんとなく小さく目立たないけど、こっそりと片手を挙げている。


    「こと恋愛において──。がっついてみせるのは、たいていの場合にマイナスよ」


    　理り央おのその言葉で、全員の手が、しぱっと下さがる。


    「てゆうか。むしろあたしのほうがちょっと訊ききたいんだけど……。あんたたち。健全な男女が一つ屋根の下で部活動やってて、なんにもないわけ？」


    　質問をするはずが質問をぶつけられて、皆は「へ？」という顔になる。


    「惚ほれた腫はれたのひとつもないわけ？　このあたしでも見たことのないような泥どろ沼ぬまが広がっているんじゃないかって、じつはけっこう期待してきちゃったのよね。でもぜんぜん、そんな感じじゃないのよねぇ」


    　理央は皆の顔を見回して、ため息をついた。


    「ケンケンとジンジンとこてさしゅさんのところは、けっこうドロドロだよ？」


    　霞が言う。


    　ひとり安全地帯にいるという顔で、涼すずしげにアイスティーのストローを吸っている。


    「ふぅん……。本当にみんな、こっち方面は初心者なのね。カワイイのね。あなたたち」


    　妖あやしく微ほほ笑えまれて、皆は[image: ]そろってうつむいた顔を赤くした。


    「なのでみんなは、恋愛師し匠しように訊きたいことがあるそーです」


    　ストローで氷こおりをからんからんとかき回しながら、霞が涼しい顔で言う。


    「あのう──」


    　ジンジンがそろりと手を挙げる。


    　恋愛師匠ほどではないにせよ、皆の中でもいちばん修しゆ羅ら場ば（？）をくぐってきているジンジンだ。自然と皆を代表する形になっている。


    「あのう。僕らの相談に乗っていただけるのだとか──」


    「はい。そのコ」


    　と、理央は急にそう言った。


    　形のよい顎あご先さきが指し示しているのは──ジルである。


    「そのコの悩なやみは、このキモチが敬けい慕ぼなのか恋愛感情なのか自分でもよくわかんない」


    　そう指し摘てきされたジルは、はっとなって目を丸くした。それから、うんうんと何度も何度も、自分でうなずいている。


    「はい。そっちのコ」


    　と、理り央おの目が次に捉とらえたのは聖せい羅らだ。


    《わたくし。〝コ〟とか呼ばれるのは初めてですわ。なんだか新鮮ですわ》


    「貴方あなたは、そうね。……弟に見ていた男のコが最近成長逞たくましくってヤダあたしどうしようどうする？　……といったあたりかしら？」


    「ノ……、ノーコメントですわ」


    　ぷいっと背そむける聖羅のその横顔が、図ず星ぼしであると語っている。


    「……で、そっちの女じよ子しは」


    「男だん子しなんですけど」


    「強力なライバル登場。自分は見ているだけと誓ちかったのに。傍そばにいて与えるだけでいいと誓ったのにこの焦しよう燥そうはどういうわけか」


    「最近それは思いあがりであると証明されました」


    　さすがにジンジン。自じ覚かくがなくて言い当てられてびっくりしていたジルと、素す直なおに認められずに誤ご魔ま化かしていた聖羅と、二人のどちらとも違うリアクションを返した。


    　すなわち──恋愛師し匠しようの目を、真ま正しよう面めんから見つめ返す。


    「このコ。いいわね」


    「でしょー。我わが部のダークホースだよ」


    　霞かすみと理央はうなずきあった。親友同士の阿あ吽うんの呼吸をみせる。


    「ですが凄すごいですね。初対面なのに僕らの問題をこれほど的てき確かくに言い当てられるとは……。やはり師匠と呼ばせてください。僕の人生二人目の師匠です」


    「カスミから昼休みのたびにイヤってほど話を聞かされているからだって。──そこの座ざ敷しき童わらしは、本当にいま会ったばかりだから、ぜんぜんわかんないし。あたし超能力持ってないし」


    　にこにこ笑いながら元気よく手を挙あげてくる蛍ほたるに、理央は降こう参さんのポーズを取った。


    「蛍ちゃんはマネして遊んでいるだけだと思うよ」


    「ああ。あとそこのお茶[image: ]み妖よう精せいさん──」


    　最後にひとり──。指先三本くらいで小さく片手を立てている小こ森もりさんに、理央が顔を向ける。


    「──自分にコナかけてきたオトコがあっちこっちにフラグ立てて回っていたら、そりゃ心しん中ちゆう穏おだやかじゃないでしょうけど。三人目までは認めてやるのが、いい女の甲か斐い性しようってもんだから、呪のろい殺すのは四人目からにしておやりなさい」


    　小森さんは挙げていた手を下おろして、下を向いて、片手の指を一本、二本、三本、と開ひらいていって、四本目が開かないことを確認して、それから顔をあげて、こくこくと理央にうなずいて返した。


    　本日のＧグツＪジヨ部ぶの部活動は、お客さんをまじえて、恋愛問題研究会だった。
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    小手指さんとジンジン
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    　いつもの学校近くのファストフード。向かい合って座るいつもの席。


    「どうして私たち。休みの日に、二人でハンバーガー食べているのかしらね」


    　周囲にいる客を眺ながめながら、小こ手て指さしさんがそう言った。


    　そして不ふ機き嫌げんそうにハンバーガーを齧かじり殺す。ジンジンは同じくワンコインで買えるコーヒーだけを飲んでいた。中学生的懐ふところ事情では、いちばん安いメニューの一いつ択たくだ。


    　高校生の集団とか。窓まど際ぎわ席に並んで鈴すずなりになっておしゃべりしている女の子三人連れだとか。ポータブルゲーム機を無む言ごんで突きつけ合わせている男だん子し二名だとか。私服の大学生や社会人らしいお一人様だとか。そういう人たちから、自分たちはいったいどう見えているのだろう？　こんなファストフード店とはいっても、男女二人の組み合わせというのは意外と少ない。しかも制服からして、みるからに二人とも中学生なわけで──。


    「小手指さんが〝なぜ〟とか言うなら、僕は帰りますけど」


    「いいわよ。帰れば？　でも一生許ゆるさない」


    「帰りませんよ」


    　ジンジンは椅い子すを深ふか々ぶかと引いて座り直した。


    　コーヒーをブラックでちびちびと飲む。ジンジンは一杯までならブラックを可能とする。


    　我が慢まんしているばかりではなくて、最近はむしろ、美お味いしいと感じるようになりつつあった。


    「なにそのカッコつけ。ブラックで飲めるとカッコいいとかいうアピール？　くだらない男。そういうスカしているところ、私、だいっ嫌きらい」


    「僕の師し匠しようがコーヒーをブラックで嗜たしなむんですよ。敬けい愛あいと崇すう拝はいからくる同一化欲求あたりですね。同じことをすれば同じになれるという錯さつ覚かくに基もとづく、ごく低いレベルの代だい償しよう行為です」


    「そこまで言うとむしろ清すが々すがしいかもしれないわね。でも嫌いなことに変わりはないけど」


    　彼女の顔がすこし柔やわらかくなる。ジンジンも笑った。


    「小手指さんも体重を気にしていたりするんですか」


    「なぜ？」


    「ポテトも付けずビッグでもダブルでもなく、いちばんシンプルなハンバーガー一個で、しかも値段ではなくカロリーの欄らんのほうを見み比くらべていました」


    「素晴らしいプロファイリングね。吐はき気けがするわ」


    　表情だけで人の殺せるような顔に立ち戻り、小手指さんはもう一口、ハンバーガーを嚙かみ殺した。


    「僕はこれ──お小こ遣づかいの節約ですけどね」


    「やだ──。出すわよ？」


    　ぎょっとした顔で、小こ手て指さしさんは椅い子すからお尻しりを浮かせかける。


    「勘かん弁べんしてくださいよ」


    　ジンジンは笑いながらそう言った。


    　ほんと。勘弁してほしい。


    「そういうわけにいかないわよ。私が誘さそったんだし」


    「僕は誘われたんでしょうか」


    「相談があるのは私のほうだし」


    「ようやく要件が出ましたね。まさか今日のこれはデートなんじゃないかって、疑うたがいはじめてきたところでしたよ」


    「じつはね。あのね。なんていったらいいのか」


    　小手指さんはテーブルの上に水とストローで絵を描きながら、しどろもどろになっている。ハンバーガー一個だけしか注文していない彼女だが、ドリンクを手にしている。


    　意外と知られていない裏メニューの〝水〟というものだ。「水」とか堂々と言えてしまえる小手指さん──そこに痺しびれる憧あこがれる。


    「僕にはよくわからないのですが。女性が体重を気にされるのってなんでなんでしょう」


    　小手指さんがぜんぜん要件に入らないので、ジンジンは待たずにショートカットした。


    「好きになってもらおうと努力することのどこがいけないの」


    「これは僕の私し見けんですが。女性の理想とするスタイルは、男性が実際に好むスタイルとかけ離れていますね。理想の体型になったら細すぎます。むしろ、そのくらいのほうが──」


    「──そのくらい？」


    　ぎろりと、小手指さんが物もの凄すごい目で睨にらんでくる。


    　危あぶない。ジンジンでなければ死んでいたところだ。


    「仮かりに小手指さんの体重が仮に現在の二倍になったとしまして。──それで健けん太たの小手指さんに対する態度になにかひとつでも変化があると思われますか。僕は確信していますけど。仮に僕の体重が二倍になったとしても、あいつは、なにひとつ変わらずに友達付き合いをしてくれますね。世界を[image: ]かけたっていい」


    　小手指さんもうなずく。そこには確信がある。だけど不安の色も消えない。


    「だいたいお尻はいまさら小さくなりませんし」


    　小手指さんが体重その他諸もろ々もろのアレを気にしているのは、しばらく前にケンケンから〝ケツデカ〟と言われた件が原因だろう。──と、これはジンジンの仮か説せつである。


    「……なんですって？」


    　こんどの視線は物凄かった。ジンジンでも半はん死しとなった。


    　その日は一日、ジンジンは手弁当で小手指さんの不安解消に付きあうことになった。その日ばかりではなくて、だいたい週に一日、こういう日がやってきているわけだが──。
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    ぎゃふん
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    《２七角かく》


    「お。そうきたか。──ならこうだ」


    《３三歩ふ成なり。これで詰つみですわね》


    「う～ん……」


    《考えたところで変わるわけないでしょう。そんなこともわからないアホガキめが。とっとと降こう参さんしてしまいなさい》


    「う～ん……」


    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    　将しよう棋ぎ盤ばんを前にケンケンが一人でうなり声をあげている。──ように見える。


    　対戦相手は聖せい羅らの《副ふく音おん声せい》。聖羅自身は机つくえに並べたタロットカードをめくっている。聖羅の《副音声》だけがケンケンの相手をやっている。


    　ケンケンはバカっぽく見えて、将棋をはじめてみたら、これがけっこう上じよう達たつが早かった。


    しかし聖羅の中なかの人は、囲い碁ご、将棋、その他諸もろ々もろ、段持ちの相手を一いつ蹴しゆうするような腕うで前まえで、ケンケンがどれだけ本気になっても、赤あか子ごの手をひねるようにあしらわれてしまっている。


    「……うーん。ぎゃふん」


    　しばらく悩なやんでいた末すえに、ケンケンはようやく負けを認めた。


    「くっそー。いつかぎゃふんと言わせてやるー」


    　ジンジンが読んでいた小説から顔をあげて、ケンケンに目を向ける。しばらく不思議そうな目を向けていたが、やがて小説に戻っていった。


    　ジンジンには聖羅の《副音声》が聞こえていないという説せつがある。その説が正しいとすれば、ケンケンが一人で駒こまを運んでいるように見えているはずだ。一人チェスならぬ一人将棋だ。一人でつぶやいて、ひとりで「まいった。ぎゃふん」とか言っていることになる。


    　駒を箱にしまい、盤を閉とじて、ケンケンは部屋の隅すみの棚たなの上に戻しにいった。爪つま先さき立だちになって、ふらふらしながら高いところに盤と駒とをしまい終える。自宅ではたぶん散らかし放題にしているケンケンだが、部室ではきちんとお片付けをする。三人の姉たちの躾しつけのたまものである。


    　将棋盤と駒をしまい終えたケンケンは、とてててー、と走ってくると、霞かすみの机にぺたっと張りついた。


    「なに？」


    　ケンケンの口にぽいぽいとお菓か子しを一個ずつ放りこんであげてから、霞は訊きく。


    「なーなー。あいつに〝ぎゃふん〟と言わせてみたくねー？」


    「あいつ？　ぎゃふん？」


    　ケンケンの肩かたを抱だいて、隣となりに顔を並べて、その視線の先を追いかけてみると──。


    「セラちん？　……そういえばケンケン。さっきも〝ぎゃふん〟って言わされてたね」


    「俺おれ。あいつにぎゃふんって言わせてみたいんだよー。協力しろよー」


    「協力しろって言われてもねー。セラちん負かすのって大変じゃない？」


    「だからなんか考えろよー」


    「うーん……」


    　霞かすみは腕うで組ぐみをして考えた。しばらくして、くわっと目を見み開ひらき、ケンケンに顔を寄せて、こしょこしょと耳打ちする。


    「おう！」


    　ケンケンはいい返事を一つすると、とてててーと、聖せい羅らのもとに駆かけていった。


    「おい聖羅」


    「なんですの？」


    「にらめっこしよーぜー」


    「いいですけど」


    　と、聖羅はケンケンに顔を向けて──。


    「ぴゃ!?」


    　どんな顔をそこに見たのか、霞からは見えなかったが、とてててー、と、ケンケンは逃げ帰ってきた。


    「こわかったー!!」


    「笑わせるはずが泣かされてるし。てゆうか。にらめっこって、それ、泣かす遊びじゃないし」


    「ほかの手を考えろよー。かーんーがーえーろー」


    　ケンケンは霞の机つくえをガタガタと揺ゆする。霞はその頭をよしよしと撫なでた。


    「ケンケンには無理だよ。諦あきらめなよ」


    『ねえ。聖羅ちゃんに〝ぎゃふん〟って言わせればいいの？』


    　やりとりをずっと眺ながめていたジルがそう訊きいてくる。


    「そうだけど。──ジルちゃん、なんか名めい案あんある？」


    『待ってね』


    　なにか案があるのか、ジルはホワイトボードに書き書きとやった。そして──。


    「せいら。ちゃん。これ。よんで。」


    「なんですの？　ええと……。──ぎゃふん」


    「その手があったか！」


    『でも〝ぎゃふん〟ってなに？』


    　ジルの一人勝ち。だけどジルには意味がわかっていないようだった。
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    魔法少女のひ
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    　いつもの放課後。


    　霞かすみたちは連れだって校庭のはずれにある部室へと向かっていた。


    　いつもより小こ一時間ほど遅おそい出勤である。委員会やら掃そう除じ当番やら遊んでいてガラスを割っちゃって大目玉やら、単なる付き合いやら、そんなこんなで、小こ森もりさんを除のぞく五名が、たまたまそこで顔を合わせて、なんとなく連れだって、ひとつの塊かたまりとなって歩いている。


    　先頭をゆく霞は、ドアに手を掛けると、ずびっとばかりに──勢いきおいよく開ひらいた。


    「おっはよー！」


    　だが──皆は、そこで立ち尽くしてしまった。


    　部屋のなかにあるべきはずのないものを見てしまったからだ。


    　フリルのついたピンクのドレスを着た少女が、くるくると回っている。手に持っているステッキの色もこれまたピンクで──。


    　そのくらいであれば、なにも驚おどろくべきことでもないのだろう。〝魔ま法ほう少女〟をやってる女の子のプライベートな現場に、たまたま出くわしてしまったというだけで──。


    　だがしかし──。それをやっているのが〝小森さん〟というのが、大問題だった。


    　霞たちが茫ぼう然ぜんとなって立ち尽くしていると、小森さんは、はっとこちらに気がついた。いつもは眠ねむたげなその目が、いまばかりは、まんまるく、まじまじと見み開ひらかれていた。


    　霞はそうっとドアを閉とじていった。


    　ぱたんと完全に閉じきってから、もういっぺん、最初のところからやり直す。


    「おっはよー！」


    　こんどは開あける前にちゃんと叫さけんでから、ずびっとばかりに、ドアを開けると──。


    「おはようございます」


    　定てい位い置ちの椅い子すに座っていた小森さんが、ほんの五ミリほどの会え釈しやくを行おこなう。


    　ピンク色は影かげも形もなく──。ほぼモノトーンに近い地味な色合いの小森さんがそこに座っているばかりだ。


    　霞はもういっぺん。ドアを閉じた。


    　こんどはノックを三回。そしてかけ声のほうは──。


    「こーもーりーんー!!　あーそーぼー!!」


    　そして、ドアをずびっと開けると──。


    「あそびません。──それから〝こもりん〟ではなく小森です」


    「なんでなんでなんでーっ！　さっきのカワイかったよーっ!?」


    「僕的には着替えの早はや技わざにびっくりですが。ドア閉じていた時間って、あれって数秒もなかったですよね。よく着替え終わりましたよね」


    「まあいやらしい」


    「なんででしょうか。天あま使つか先せん輩ぱい」


    「まるで着替えの瞬間を期待していたような言い分に聞こえましたわよ」


    「なーなー。もー、はいって、いいんかー？　……トモちゃん。おっす」


    　ケンケンが挨あい拶さつをするが、小こ森もりさんは視線を合わさず、顔をすうっとあっちに向けてしまう。


    「なー……？　トモちゃん。なんかへんだぞー？」


    「ケンケンってある意味すごいよね。そこに気づいてさっきのアレはなんとも思わないんだ」


    「あれって？　どれだよ？　……変身？」


    「してません」


    「俺おれ。女の変身ってよくわかんねーんだ。ケータイだったりコンパクトだったりブローチだったり、わけわかんねーよなー」


    「あたしにしてみりゃ男のコの変身のほうがわかんないけどね。メダルだったりスイッチだったりリングだったり」


    「二人とも詳くわしいですね」


    「ですから。していません」


    　両手を膝ひざの上でしっかりと握にぎって、小森さんは固かたい声で再ふたたび言う。


    「小森。そろそろ観かん念ねんして話してしまいなさい。……もしも言わないなら、今日はお茶の用意をしないでよろしい」


    　紅茶を淹いれちゃだめ──が、罰ばつになってしまうのが小森さんという娘こ。


    　小森さんは、しぶしぶ答えた。


    「クラスの皆様にお聞きましたところ。女の子なら誰でも通ってくる道だそうで」


    「なるる～。それで練習していたんだ～。誰でもかどうかはわかんないけど。あたしけっこうハマってたよー。小学生のときーっ」


    『ええっ？　私。知らないよ？』


    「そりゃジルちゃんカナダだもん」


    「わたくしも知りませんけど」


    「そういやセラちゃんの家ってテレビ自体ないよね。──だったら、みんなでやろうよー。こもりんピンクだったら、あたし何色にしようかなーっ？」


    「おー。今日はオンナ変身の日かー。まー。がんばれー」


    　ケンケンが俺には関係ねーとばかりに、椅い子すに足をあげてマンガ雑誌を読みはじめる。


    「ジンジンもやろうね。女の子だったら通らなきゃ」


    「なんでですか」


    　今日のＧグツＪジヨ部ぶの部活動は、女の子変身の日だった。ジンジンも含ふくめてぴったり五ご色しよくが[image: ]そろった。
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    チ○チ○
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    「なーなー。ジンジンってさー」


    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    　ケンケンが不意にそう言った。


    「うん？」


    　ジンジンは整ととのった眉まゆを持ちあげて、相あい方かたを見やる。


    　昔からの付きあいである二人はお互たがいのことを名前で呼びあう。「ケンケン」と「ジンジン」という愛称がすっかり定着したいまとなっても、そちらで呼びあったことは、じつは一度もない。


    「え、えーと……。な、なにかな？　け……ケンケン？」


    「なんだよキモチわりーなー。〝ケンケン〟とか呼ぶなよ」


    「君は僕にいったいなにをさせたいんだ」


    「なー。ジンジンっていう名前さー。なんか似てるよなー」


    「なにに？」


    「チンチン」


    「なっ──!?」


    　ジンジンは絶ぜつ句くしていた。


    　口をぱくぱくとさせながら言葉を探さがしつづけ、しばらくしてようやっと見つかったのは──。


    「げ、下げ品ひんな」


    　眼鏡めがねのブリッジを、一回でなく、二回三回と持ちあげ直して──。


    「や、やめてくれないか──。君はまったく本当に品ひん性せい下げ劣れつだね」


    　霞かすみたちはわくわくしながら、まさしく固かた唾ずを飲んでこのやりとりを見つめている。


    　最前列にかぶりつきの特等席だ。


    （ジンジンって下ネタ苦にが手てそうだもんねー）


    （スカし系男だん子しの特徴ですわね）


    『百年の恋も冷めちゃう？』


    （ジルちゃん恋とか言っちゃだめーっ！）


    「なんだおまー。どこが下品なんだよー。おまーだって一個や二個ついてんだろ。チンチ──」


    「うわー！　うわー！　うわー！　や──やめないか！　ほ──ほら！　女性だっているんだぞ！　いるんだからな！」


    　と、ジンジンの顔が霞たちに向く。


    「ん？　なぁにジンジン？　なんか言った？」


    「騒さわがしいですわよ。静かになさい」


    『見て見てーほらー。クマさん。かわいーでしょー』


    「お茶を淹いれます」


    　霞かすみたちは素そ知しらぬ顔をして、お菓か子しを食べ、眉まゆを顰ひそめ、爪つめの凶きよう悪あくなクマさんのお絵かきをやっていた。気づいていないふりに努つとめる。


    　こんな面白いコト。邪じや魔ましちゃったらもったいない。


    「と──、とにかくっ。健けん太たっ──、そういうことを言うんじゃないっ」


    　だがケンケンという男だん子しは、人が嫌いやがっているとわかれば、調子にのってますますそれをやってくる男子。長い付きあいのあるジンジンがそれを知らないはずはないのだが、知っているからといってわきまえているとは限らない。


    「ジンジンー……、ジンジンー……、ジンジン──、ジンチン──、チンジン──、チンチン──、チンチン──、チンチン──」


    　ケンケンはすっかり調子に乗って連れん呼こしている。ジンジンはすっかり墓ぼ穴けつを掘ってしまった。


    「よしっ。今日からおめーはチンチンだ」


    「しらないね」


    「だけどさー。おまえさー。おまえの名前がもし『周す防おう珍ちん』だったら、きっとあだ名はチンチンだぜ？」


    「僕の名前は周防仁じんだし。そんな名前は付くはずもないし」


    「だから〝もしも〟の話だろー」


    「それなら僕も言わせてもらうけど。君の名前がもしも『健太』ではなく『金きん太た』であったら、あだ名はキンタマになっているはずだけど。それでもいいっていうのかい？」


    「だめジンジン！　それアウト！　アウトすぎるからっ！」


    　霞はついに言ってしまった。お腹なかを抱かかえて前まえ屈かがみになっている。ならざるを得ない。


    「えっ？」


    　女性陣じんにすっかり筒つつ抜ぬけであったことを、ジンジンはいまさらながら気がついた。


    　目を白しろ黒くろさせて、女性陣の顔を見つめる。


    「クール男子が陰囊ふぐりの別称を連呼する図は、ちょっとシュールすぎましたわね」


    「えっ？」


    『ジンジン君もムキになることってあるんだねー。ちょっと意外ー』


    「えっ？」


    「お茶が入りました」


    「えっ？」


    　カップが置かれ、とぽとぽと音を立てて紅茶が注そそがれてゆく。


    　その紅あかい液体をジンジンは長いこと見つめていた。
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    スマホ番長
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    「おっはよー」


    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    　部室に入ってきた霞かすみが、元気よく片手をあげて皆に挨あい拶さつをする。カバンを机つくえに置いて、椅い子すにお尻しりを落としたあたりで──そのことに霞は気がついた。


    「どしたの？　ジンジン？」


    　ジンジンが返事もせずに、壁かべに向かってぶつぶつとなにかをつぶやいている。


    　女性に優しいジンジンらしくもない。霞はジンジンにとって女性であるのみならず、先せん輩ぱいであり部長でもある。これまで常つねに充分な敬けい意いを払ってもらえていたし、そのことはくすぐったくもあったが、同時にいい気分でもあった。


    　返事をしてもらえないというだけで、けっこうな喪そう失しつ感かんがあった。


    「ねえ？　ジンジン……、へんだよ？」


    　こんどは皆に問いかけてみる。


    　皆は首を横に振ったり、両りよう腕うでを水平に広げてみたり、〝お手上げのポーズ〟を返してくる。


    　霞はジンジンにもうすこし近づいてみた。耳を近づけて、なにをぶつぶつ言っているのか聞き取ってみる。


    「……俺おれの名はスマホ番長。誰もが俺をスマホ番長と呼ぶ。俺が信じるものはスマホだけ。そして俺の愛する物もスマホだけ。人は俺をスマホ番長とそう呼ぶ」


    「うわなにこれっ！」


    　びっくりして耳を離す。霞は皆に言った。


    「ジンジンへんだよ！　へんだから！」


    　だが皆のリアクションは、さっきと同じ。〝お手上げのポーズ〟が返ってくるばかり。


    「体育のときに頭打ってからこーなんだ」


    「えっ？　いやちょっとそれってマズくない？　てゆうか。ちょっとじゃないよ。すんごくマズくない？」


    《元々このような感じだったと思いますけど》


    「セラちゃんそれ黒いよ。てか。中なかの人のほうか。もうすこしジンジンのこと見てあげようよ」


    「俺の前にひざまづけ。俺の三十二ビットデュアルコアのクロックが咆ほう哮こうを上げるとき。すべてのタスクとプロセスは俺の支配を受け入れる……」


    　ジンジンのつぶやきは続いている。


    　わけがわからないことを、ぶつぶつと続けている。


    「あれ？　こんなんだったっけ？」


    　霞かすみは自信がなくなってきた。なにを言っているのかわからないが、それは普段のジンジンも同じこと。


    「俺おれの命令強度はRINGゼロの優ゆう先せん順位。なんぴとたりとも俺の命令を拒こばむことはできない」


    「えーっと……」


    　霞は悩なやんだ。


    　やっぱり変かな。変じゃないかな。変だよねー？　これ？


    　うつむいているジンジンの顔を、下した側がわから覗のぞきこんでみた。


    　ぶつぶつ言ってる彼と視線が重かさなった。その途と端たん──。


    「おい霞」


    「うわっ。こっち見たっ。てか。呼び捨すてされたっ」


    　いつもは礼れい儀ぎ正しいジンジンがまさかの呼び捨て。いやいまは〝スマホ番長〟と呼ぶべきか。


    「Ａレジスタの内容を三倍したのちにＢレジスタに加えよ。その際さいにもしキャリーが立ったならアドレス００ＦＡ３Ｃに分ぶん岐きせよ」


    「わかんないよ」


    「このバグめ。製造欠けつ陥かんのあったユニットは速すみやかにディスエーブルされるべき」


    「ううう……、なに言われてんのかわかんないけど。なんかムカつく……」


    　霞は聖せい羅らを見やった。おろおろとした顔で、聖羅はなんだか普通の女の子みたいになっている。中なかの人はともかくとして、本人のほうは、きっちりとうろたえている。


    「お邪じや魔まします。周す防おう君いますか？　メール出したのに返事がなくて──」


    　と、涼すずやかな声とともに、部室に入ってきたのは、誰あろう──小こ手て指さし冴さえ子こさん。


    「あー。こてさしゅさん。いらっしゃい。──ジンジンいまだめだよ。こんなだから」


    「まだ直ってなかったんですか」


    　小手指さんはスマホ番長をひと睨にらみ。すっと片手を伸ばして、ワイシャツの胸むな倉ぐらを引っつかんだ。そしてもう片方の手で──。


    　びびびびび。


    　──と、容よう赦しやのない往復ビンタをくれる。


    　手のひらと手の甲こう。叩たたく手と返す手とで、頭ず蓋がい骨こつを揺ゆさぶるような激しいビンタを連発する。


    「いや叩いたって直らな──」


    　霞はそう言いかけたのだが──。


    「……はっ。えっ？　あれ？　──小手指さん？　あれ？　僕？　体育をやっていて……？」


    　ジンジンが正しよう気きを取り戻した。


    「周防君。ちょっと用事があるの。来てくれる？」


    　言葉の形こそ疑問形であったが、了りよう承しようもなにも取らずに、強ごう引いんに引っぱっていってしまう。


    　小手指冴子がスゴい女の子であることを、霞たちはいまさらながらに認にん識しきした。
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    連れション
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    「男のコってさー……」


    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    　ひょいぱくひょいぱくとお菓か子しを口に運びながら、霞かすみが言う。


    　そしてしばらく、無む言ごん状態が続く。お菓子が口の中を占せん領りようしている間、はじまっていたはずの会話が長いこと途と切ぎれる。それがＧグツＪジヨ部ぶ式しき話わ法ほう。ゆるふわな時間がゆったりと流れるＧＪ部の部室では、数分も前の話題の続きが、急に再開されても、誰もなにも思ったりしない。


    「……一緒にやったりすること、あるよねー」


    「なにがでしょうか。四しノの宮みや先せん輩ぱい」


    　本のページに目を落としたまま、ジンジンがその横顔で尋たずねる。


    「なんていうんだっけ。ほらあれ。一緒になって並んで立って……」


    　あいかわらず要よう領りようを得ない霞の話をジンジンは辛しん抱ぼう強く待っている。女性に優しいジンジンは、こういうとき、ほぼ無限の忍にん耐たい力りよくを発はつ揮きする。


    　ゆったりとした仕し草ぐさでアイスティーを口に含ふくむ。


    「えっとね。……連れション？」


    「ぶっ──!!」


    　口の中のアイスティーを、ジンジンが噴ふき出した。見事に霧きりとなったアイスティーは、ちょうど前に座っていた聖せい羅らに直ちよく撃げきする。


    「あああああ──っ!?　すいません!?　すいません!!　天あま使つか先輩すいません！」


    　聖羅は無言でハンカチを取りだすと、まず顔を拭ふいた。


    　顔といわず、お面めんといわず、制服の胸むな元もとといわず肩かたの先といわず、あらゆるところに飛沫しぶきがかかっている。


    「べ、弁べん償しようしますから──!?　クリーニングして返しますから!?」


    「いいえ。結構です」


    「天使家では業者は使いません。森もりがすべて洗いますので」


    　ジンジンの謝しや罪ざいを小こ森もりさんはやんわりとシャットアウト。ロッカーから大判のタオルを持ってきて、風ふ呂ろ上がりのときのように聖羅の頭にかぶせにかかる。


    　聖羅はそれから着替えをした。小森さんロッカーからは、なぜか聖羅の制服の予備が一セット出てきた。男だん子しはしばらく部室から追い出された。


    「大だい惨さん事じだったねー」


    　しょんぼりとうなだれて部屋に入ってきたジンジンに、霞がそう言った。


    　他ひ人と事ごとのように言う霞を、ジンジンはじろりと見る。


    「誰のせいだと思っているんですか。四しノの宮みや先せん輩ぱいが変なことを言うからですよ」


    「ほへ？　あたしのせい？　──てか。あたしなにか言ったっけ？」


    「ほら忘れてる。言ったじゃないですか。男の子って連れションするのか──と。変なことを」


    「うっわジンジン。それ下ネタだよ。きっつー」


    「だからそれは四ノ宮先輩がっ──！」


    　ばしんと机つくえをぶっ叩たたいて、ジンジンは腰こしを浮かす。


    「ＤＶだっ！　セラちゃんどうしよ！　ジンジンがＤＶ男になっちゃったよ。どうしようどうする？」


    「人に紅茶をぶっかけてみたり霞かすみさんにＤＶをふるってみたり今日のジンジンは大変にイカす腐くされた超ちよう雄おすですわね」


    「すいませんエキサイトしてました。もう冷静になりました。……それでこれは事実の確認作さ業ぎようになるのですが。我われ々われ男だん子しが連れホニャララをするのかどうかという話題は、これは四ノ宮先輩がはじめたことで、間違いありませんよね？」


    「ホニャララってそれなに？」


    「連れションです」


    「うっわ下ネタだっ」


    「エンドレスループになりますからそれはやめましょう。──だいたい女性だってよくやるじゃないですか。昼休みになると、なぜ皆で一緒にトイレに行くのでしょう。あとうちの部室でも皆さんがトイレに出向かれるとき、なぜだか連れ合って三人で行かれることが多いですよね」


    「うっわ。あたしたちのトイレ、チェックされてたよ」


    「もう……、いいです……」


    　ジンジンはがっくりとうなだれた。力尽きて椅い子すに落ちてゆく。そんなジンジンに聖せい羅らが助け船を出した。


    「霞さんの場合には、本当に忘れていらっしゃるんじゃないかしら」


    「その可能性は高いですね」


    「え？　なに？　あたし？　あたしのせい？　悪いのってあたし？」


    「連れションがどーしたって？」


    　これまで我われ関かんせずだったケンケンが話題に参さん入にゆうする。


    　聖羅とケンケン、二人から守ってもらって、ジンジンの顔はほんにゃりと緩ゆるんだ。


    「俺おれと仁じんが連れションするかって話？　あー。やったやった。やったなー。裏のガケのとこから、どっちが遠くまで飛ばせるか、よくやったぜー。仁のやつ、すっげえ飛ばすんだー」


    「やるんだっ!?」


    「いやその……。健けん太た。……やめてくれないか」


    　ケンケンのカミングアウトに、ジンジンはうつむいて赤くなってもじもじとやっていた。
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    測量
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    「小こ森もり。今日は紅茶はいいですから」


    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    　皆がぱらぱらと集まってきて、なんとなく部活動が始まった頃ころ合あいを見み計はからって、聖せい羅らが小森さんにそう言った。


    「そうですか」


    　いつものように小森さんはまったく無表情で答える。その声と表情に含ふくまれたほんのわずかばかりの残念さを、皆は嗅かぎ取ることができた。一年以上の付き合いにおけるたまものだろう。


    　やることのない小森さんは、部屋の隅すみの自分のポジションに行って椅い子すに座った。部屋の壁かべの長辺と短辺とが合わさる角かどっちょのところに、椅子だけが置いてある。


    　そこに座った小森さんが、身じろぎもせず目を半はん眼がんにしたまま静止していることを、このＧグツＪジヨ部ぶでは「サスペンド」と呼んでいる。


    　小森さんがサスペンドに入ってから、ざっと数分──。


    　静かにしていた皆に、変化が生まれる。


    「そろそろ？　いいかな？」


    　霞かすみがまず小さな声でそう訊きいた。


    　ちら──っと、小森さんのほうを見やる。


    　だいじょうぶ。小森さんは身動きもしていない。


    「よし。道具出して道具っ」


    「そうっとだよ。そうっと。あと話しかけちゃだめだからね」


    　皆でゆっくりと、慌あわてず騒さわがず、ごく普通に、部活動をやっているように動く。


    　サスペンド中の小森さんは、誰かが「お茶」と口にしたり、自分のことが話題にあがったりしなければ起き動どうしてこない。ゆっくり静かに動けば、だから意外とへーき。


    　皆で小森さんのまわりに集まった。用意してきた道具を持ちだす。道具は定じよう規ぎだとか油性ペンだとか。


    　本日の部活動。「ＧＪ部だいじっけん」──の内容は、サスペンド中の小森さんが、いったいどれだけ動いているのか。ということ。


    「肘ひじはこのへんだよなー」


    「あーケンケンってばもうー。壁に描いちゃってるよー。消えないよー。これー」


    　プレハブ小屋の安っぽい壁に油性ペンで印しるしが付けられている。


    「いいじゃん俺おれたちの部室なんだしー」


    「これ有ゆう機き溶よう剤ざいなどで消えますよ。イソプロピレンアルコールとかベンジンとか。あとマニキュアの除じよ光こう液えきならどなたかがお持ちじゃないですか？」


    「そういえばうちもあたしの描いたお花とかまだ壁かべにそのまま残ってるー。アンパン男のシールもお風ふ呂ろに貼はってあるー」


    「霞かすみさん。それって。お花を描いたりするのが普通ですの？　わたくし何も描いていませんしなにも貼っておりませんわ。まずいですわ」


    「セラちゃんのおうちは高そうだから落書きしたら大変だよ」


    　どうでもいいような家庭ローカルの話題をしながら、小こ森もりさんの測そく量りようを完了する。


    　肘ひじとか膝ひざとか。脚あしの位置とか。顎あごの角度とか。あとで測量が行おこなえるように、壁や床ゆかなどを利用して、現在位置の印しるし付づけを行う。たとえば右肘の位置は、壁の三枚目の板のすこし右寄り。床からの高さは五十二センチ近辺。そんなふうにせっせとマーキングを行う。


    　そのあいだ小森さんは、ずっと目を半はん眼がんに閉とじたまま。サスペンドしたまま。


    　意外とだいじょうぶ。けっこうだいじょうぶ。


    　そして計測を開始する。──といってもサスペンドしたままの小森さんをそっと放置しておいて、皆でお菓か子しとか会話とかに花を咲さかせるだけ。


    『そろそろ喉のどが渇かわいたねー』


    　だいぶ時間が経たった頃──。


    　ホワイトボードにジルが書き書きとやって、皆に示してきた。


    「そうだねー。……これって、もうどのくらい経ったかな？」


    　スマホ番長──ジンジンが、自じ慢まんのスマホのアプリで、ストップウォッチを動かしている。


    「一時間三分十三秒です」


    「うっわ細こまかい。三分十三秒のところとか。ちょー、いらない」


    「いまはもう三分十八秒になりました」


    「じゃあ、およそ一時間経ったけどー。どのくらい動いているかー。確認してみるよー」


    「おー」


    　さっき付けた印を使って、小森さんの現在位置と照らしあわせてみると──。


    「動いてない……。一ミリもっ！」


    「なにをしているのでしょう？」


    　ようやく戻ってきた小森さんが、きょとんと顔を向けてくる。


    「小森。お茶がほしいわ」


    「承しよう知ちしました」


    　一時間のあいだ一ミリも動いていなかった小森さんは、せっせと動いた。お茶の用意にいそいそと取りかかる。


    　今日はＧグツＪジヨ部ぶだいじっけんの日。小森さんの測量の日。


    　おみそれしました。小森さん。
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    くるりんリベンジ
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    「おいこら！　ちょっと！　なんなんだよ！　なんで俺おれ！　縛しばられてるんだよ！」


    　椅い子すに縛りつけられたケンケンが、椅子をがたがたと揺ゆらして、じたばたと暴あばれる。


    「うるちゃい」


    　霞かすみはそのケンケンのおでこを、ぺしっと平手で叩たたいた。


    「わがＧグツＪジヨ部ぶにおいて、罪ざい人にんにこーこくの権利はない」


    「俺。なんかやったんか？　なら謝あやまるから。ほどけー！　ほどいてくれー！」


    「だーめ。逃亡はこれを阻そ止しする」


    「女コワイ……。女コワーイ！」


    　最近は見なくなったケンケンのトラウマが久しぶりに噴ふき出してくる。


    「だいじょうぶだってば。怖こわいことじゃないから」


    　霞はケンケンを安心させるようにそう言った。


    「ケンケンの罪はね。ときめかなかった罪なのです」


    　そして霞は自分の胸むな元もとに手を置き、目を閉とじ、喉のどを反そらせて──歌い上げるようにしてそう言った。聖せい羅らとジルのふたりも、女の子として、うんうん、と、うなずいている。なんでかジンジンも、うなずいている。


    「なんだよそれ」


    「ケンケンの心ない振る舞いによって、こもりんの乙おと女めゴコロは、いたく傷きずついちゃったんだよ。──ということで。こもりん。どぞーっ!!」


    　霞の合あい図ずで部室のドアが開ひらかれる。メイド姿の小こ森もりさんが入ってきた。


    「乙女心はべつに傷ついてません。あと〝こもりん〟ではなく小森です」


    　小森さんの格かつ好こうは、いつものカーディガン姿ではなくて、上から下までメイド服。黒を基調としたクラシックなデザインのメイド服は森もりさんとコンパチだ。


    「一年前のこれはリベンジなんだよ。ケンケン。去年の夏──こもりんがメイドさんになったときあったよね。あのとき、こもりんが、くるりんと回って、ジンジンは〝殿との方がたのロマン〟がわかって合格だったけど、ケンケンのほうはさっぱりだったよね。ちんぷんかんぷんだったよね。不合格だよね」


    「それがどうしたんだよ。なんで俺は縛られてるんだよ。あと不合格ってなにがだよ」


    　椅子をがたがた揺らしてケンケンは騒さわぐ。


    「ケンケンはここにきて著いちじるしい成長をみせています」


    　霞はもっともらしい口く調ちようでそう言った。


    「なんとケンケンは幼児を卒業して〝えっち〟を理解するまでに至りました。ぱんちら。ぶらすけ。……に続いて、なんと〝うなじ〟まで習しゆう得とく済ずみです。──てゆうか。あたし。いまだに〝うなじ〟のどこがえっちなのか、わかんないんだけど。それはまあいいとして」


    　メイド姿で待っている小こ森もりさんを、霞かすみは前へと押し出した。


    「こもりん。やっちゃえー！」


    「小森です。──では失礼しまして」


    　両手を軽く広げて、反動をつけて──。


    「こうでしたね」


    　小森さんは、くるりんと一回転してみせた。スカートの裾すそが遠えん心しん力りよくでふわりと花咲さいた。


    　広がりきっていた裾は、小森さんが回りおえるのに若じやつ干かん遅おくれて、吊つりストッキングに包まれた細い太ふと[image: ]ももへとかぶさっていった。


    　だがケンケンは、ぽかーんとしたまま。


    「こもりん。もっとやっちゃえー！」


    「はい。こうですよね」


    　くるりん。こんどは前と逆回転で回る。それでもケンケンは反はん応のうしないとみるや、小森さんは連続回転に移った。


    　くるりん。くるりん。くるりん。右に左に次々と回る。


    「さあ、この戦たたかいはどうでしょー。解説の聖せい羅らさん」


    　紙を丸めてマイクにして、霞は実じつ況きよう中継。


    「ケンケンが目め覚ざめるのが先か。小森が力尽きるのが先か。持じ久きゆう力りよくの勝負ですわね。小森もだいぶ練習していたみたいですから、今回は、前回みたいにあっさりとは敗はい北ぼくしませんわよ。ちなみに我わが天あま使つか家けに敗はい者しやは不要です」


    「さあ厳きびしい言葉が出ましたが、これも励はげましの気持ちからでしょうかー。さあ、挑ちよう戦せん者しやこもりん。回る回っているー。どんどん回るーっ。十回転。二十回転。三十回転。まだまだ回るー」


    　くるりん。くるりん。くるりん。足先を軸じくにして小森さんはくるくると回る。足あし下もとに穴あなでも開あいてしまいそうな勢いきおいだ。


    　ケンケンはあいかわらず、ほへー、というマヌケ面づら。ぼんやり見ているだけに思えたが──。


    　その顔に、あるとき、ふっと変化が現あらわれる。目がさまよいはじめて、あらぬ方を向いたり、横に向きながら、ちらっと見たり。そしてほっぺたが赤く染そまった。耳たぶまで真っ赤だ。


    「伸びましたわね。鼻の下が」


    「勝負アリ！　──そこまで！」


    　勝者の腕うでを、霞は高たか々だかと摑つかんであげた。


    「勝者！　こーもりーん！」


    　回転を止とめてしばらくのあいだ、小森さんはふらふらと同じ方向に曲がっていって、まっすぐ歩けずにいた。
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    小森さん不調
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    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    「はわっ──」


    　短い悲ひ鳴めいがあがったかと思うと、つづけて、がちゃーんと、ガラスの砕くだける音が響ひびく。


    「どしたのこもりん!?　──だいじょぶ!?」


    「はい……。だいじょうぶ。……です」


    　小こ森もりさんはしゃがみこんで、割れてしまったガラスポットの破は片へんを片付けはじめる。


    「わって……、しまいました……」


    　てきぱきとしたいつもの動きは、そこになく──おずおずのろのろと、なんでか要よう領りようが悪い。


    「痛いたっ……」


    　小さな声が聞こえた。小森さんが手を引っこめる。


    「小森」


    　聖せい羅らがまず駆かけ寄った。小森さんの指を口に含ふくむ。流れ出る血を口で吸った。


    「こもりん。へーき？」


    「てを……きってしまいました」


    『絆ばん[image: ]そう膏こう。あるよ』


    　花はな柄がらのカワイイ絆[image: ]膏が差しだされる。


    「小森さん。今日はずっと変な感じですよね」


    　ジンジンの言う通り、小森さんはたしかになんだかぼーっとしていた。部室の隅すみの定てい位い置ちに座っているときにも、いつものサスペンドとは違って、きょろきょろ、おどおどと皆に視線をさまよわせている。そんなふうにきょろきょろしているかと思えば、「お茶が欲しいわ」と直接口に出されるまで、聖羅のグラスが空からになっていることにも気づかない。


    「トモちゃん。熱とかあんじゃねーか？」


    　ケンケンがそう言った。ノータイムでおでこをぴとっと押しあてる。


    「ともちゃんは……、へーきです。おねつは。ないです」


    「ねーな。たしかに」


    　くっつけていたおでこ同士を引きはがして、ケンケンが言う。


    　でもやっぱり変だろ、という目で小森さんを見る。


    「そういえば今け朝さは森もりも家で、はわわー、がっちゃん、ってやっておりましたわ」


    「なんで？　ていうか。あの森さんが？　ドジっ子メイドに？」


    「ええ。お皿が何枚も。あと黒くろ焦こげのマフィンとハムエッグで」


    「それなんか萌もえない？　ヤバくね？　ヤバくね？　ねっねっ？」


    「そ、そうかもしれませんね……」


    〝萌もえ〟と〝ヤバい〟に同意を見せたのはジンジンひとり。眼鏡めがねのブリッジを持ちあげる動どう作さを何度も繰り返す。


    「やばいかどうかは存じませんが。困こまるのは確かですわね」


    「風か邪ぜとか熱とかじゃないなら、なんだろね？」


    「すいません。きょうはちょっとかんのうじょうたいが……。よくなくて……。なれていないので……。すたんどあろーん。たいへんです」


    「なにいってるかわからないよ。こもりん」


    「はい。すいません。……あと。こもりです」


    『はい。おしまい』


    　ジルが小こ森もりさんの指に絆ばん[image: ]そう膏こうを巻き終えてそう言った。消毒液を塗ぬって綺き麗れいにして、絆[image: ]膏を貼はって──と、そのあいだ小森さんはされるがままだった。


    　小森さんはしばらく絆[image: ]膏の巻かれた指先をぼんやりと見つめていて──。それから、はっと気がついて、のろのろと立ちあがる。


    「おちゃを……。いれます」


    「あー、いいからいいから。今日はこもりんはいいからー」


    「でも……」


    「いつもこもりんにお茶淹いれてもらっているんだから。今日はあたしたちが淹れてあげる番ってことでー」


    　小森さんの肩かたを押して椅い子すに座らせる。部屋の隅すみっこの定てい位い置ちではなくて、霞かすみ自身の席。皆のいちばん真ん中にある席。いつもの小森さんなら一度言いだしたことは絶対に譲ゆずらず、気き迫はくで勝っているところだろうが、今日のどこか変な、ひらがなっぽい〝こもりさん〟のほうは、おとなしく言われるままに従したがっていた。


    「ちょっと待っててねー。あたし。いつも見てるから淹れかたわかるよー。たぶん」


    「じゃ……。ちょっと。まちます」


    「僕も手伝いますよ。四しノの宮みや先せん輩ぱいだけだと激しく心配ですから」


    『わたしもやるー』


    「トモちゃん。待ってろー。いま、すんげーうめーの淹れてやるからなー」


    「ともちゃんは……、まってます」


    　皆でわいわいがやがや。そうじゃないよちがうよこうだよ、ちげーだろかしてみろよ、ふたりともめっ、ごっちん──とかやって、なんとかそれっぽく上がってきたアイスティーが、小森さんの前にだされる。


    　アイスティーをストローで一口吸って、小森さんは言った。


    「おいしい……です」
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    夏祭りどうしよ
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    「なー。夏祭りどうするー？」


    　いつもの放課後。いつもの広い部室。


    　うだる暑さに机つくえに頰ほおを貼はりつけて、ぐったりとしていた霞かすみは、意外と元気なケンケンのその声に、ほっぺたをぺりぺりと引きはがした。


    「んあ？」


    「夏祭りー。どうするー？」


    「ええ？　南みなみ町まちのやつ？　それ夏休み終わってからのことでしょ？　まだ夏休みも来てないし」


    「楽しみじゃん」


    「ふーん……」


    　霞は疑うたがうようなまなざしをケンケンに向けた。


    　ま。ケンケンならそうだろう。お祭りとか大好きっぽいし。あの格かつ好こうだって、べつに気にならないのだろうし……。


    「いいよねー。男のコたちはねー」


    「カスミ。おまえ。でねーのか？」


    「でるわけないよ」


    「去年さがしたけど。女ミコシのほうに、おまー、いなかったぞ。今年はでんのかー？」


    「だから出れるわけないって。そおゆった」


    　霞は強い声で繰り返した。この危き険けんな話題をさっさと終わりにしようとする。


    「Oh! Japanease Matsuri!?」


    　──が。日本文化にまんべんなく興味のあるジルがエキサイトしてしまった。


    「ジルちゃん。やめといたほうがいいよ。うちの祭りはアレだよ。危険がアブナイよ？」


    「What? Is it violent?」


    「いや暴ぼう力りよく的てきとか、そーゆーのでもなくて──」


    「四しノの宮みや先せん輩ぱいのいう通りですよ。うちのお祭りはちょっと女性にはお勧すすめできません」


    　本を読んでいたかと思いきや、ジンジンがしっかり話題についてきている。


    　このあたりでジルもだいぶ落ち着きを得てきて──思いだしたようにホワイトボードを引き寄せると、書き書きとやりはじめる。


    「てゆうか。ジンジン。出てるんだ」


    　霞はジンジンに対してジト目を向けた。


    「し……、仕方なくですよ。け、健けん太たが誘さそってくるから……。な、なにも自分から率そつ先せんして好きで出ているわけではないですからね」


    「それはどのようなお祭りですの？　わたくしお祭りって出たことがなくて──」


    「お神み輿こしかつぐの」


    「あら楽しそう」


    「──フンドシ一丁で。男のコだけでなくて女のコのほうも。うちの祭りってフンドシ祭りだよ。有名だよ」


    「遠えん慮りよしますわ」


    「女性の方かたには厳きびしいですよね。男だってあの格かつ好こうは恥はずかしいですよ？」


    「だよねー。あたしも小学五年生までしか出てないよー」


    「小学五年……って、それちょっとアウトなんじゃないですか？」


    「い……、いいでしょっ!!　黒くろ歴れき史しなのっ!!」


    「なーなー。なんでフンドシが恥ずかしいんだ？　カッケーぞ？」


    『ねーねー？　フンドシってあれだよね？　日本の伝統的な水着だよね。……そのフェスティバルに出れば着られるの？』


    「ですからジル先せん輩ぱい。女性にはかなり厳しいと思いますよ」


    「あれ？　でもそーいえば。りっちゃん。毎年出てるって。小学六年から皆かい勤きん賞しようだってさ」


    「マジですか。……ああでも。そういえば、しょこたんや七なな瀬せさんも毎年出ていましたっけ。担かつぎ手がいなかったら女おんな御み輿こしは出ないわけですし……。でもあれだけ堂々としてると、不思議と、[image: ]いん靡びな感じとかはないですよね。健康的というか」


    「いやらしい子」


    「ちょ──!?　天あま使つか先輩!?　なんですかそれは!?　いま僕はそういう目では見ていないと──そう言ったところですよね？　そう言いましたよね!?」


    「しょこたんと七瀬さんというのは、どこの女の方なのか、わたくしまったく存じ上げませんけど。きっと魅み力りよく的てきなお姉様方なのでしょうね」


    「しょこたんは姉的な人で高たか坂さか翔しよう子こさんです。倉くら橋はし七瀬さんは徹てつ心しん兄さんの彼女的な人です」


    「べつに訊きいてはおりませんけど」


    「なーなー。なんでフンドシが恥ずかしーんだ？　なんでイヤらしーんだ？」


    『なんでだろうねケンケン。日本文化ってむずかしいね』


    　あちこち各地で話題が同時並行している。


    　おもな話題としては──。フンドシが恥ずかしいのがわかる側がわとわからない側。あとジンジンがいやらしい目をフンドシ姿のお姉様方に向けている問題。日本文化研究会。だいたい三つほどである。


    「いいなー。男のコはー。お神輿かつげてー」


    「だからおまえも出りゃいいじゃん」


    「ばか」
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    夏休みな日々①
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    　いつもの夏休み。いつもの広い部室。


    　八月一日の部室は、ふだんどおりであった。


    　夏休みの最さい中ちゆうとはいっても、部室の様よう子すはいつもとあまりかわりがない。


    　それぞれの家が近いということもあって、なんとなく皆、部室に立ち寄ってはそのままだべりはじめて、気がつけば居い着ついてしまっているというサイクルが「ふつう」になっている。


    　カラスの鳴き声に、うお、もう夕方じゃん、と気がついて、夕ゆう飯はんめざして家に向かうという日々だ。


    「あついー……」


    　テーブルの上にぐったりと倒れ伏して、霞かすみが死体のようにつぶやいた。


    　部室はかなりの温度である。風があればともかく、正直、かなり耐えがたい。


    　暑さも楽しむＧグツＪジヨ部ぶ魂だましいでなんとか乗りきっていたのだが、それもそろそろ限界だ。


    　聖せい羅らが手て酌じやくでアイスティーを注そそいでいる。クーラーボックスの氷こおりの最後の一個を使うか使うまいかで眉まゆを難むずかしく寄せている。


    　ジルがぼうっとした顔で、ぱたぱたとスカートを上あげ下さげしている。蛍ほたるはその前にちょこんとお座りして、顔に風をあびている。


    　部屋の片かた隅すみでじっとサスペンドしている小こ森もりさんは暑さをまったく感じさせない涼すずしげな顔だが、きっと脇わき汗あせ派は。


    　ケンケンは上うわ着ぎを脱ぬいでランニング一丁という姿になって、なんでか、日差しの差しこむ窓まど辺べで少年マンガを漢おとこ読よみ。片かた半はん身しんにだけ日焼け跡を付けるのに忙いそがしい。


    「おわりました」


    　ひとり宿題に取り組んでいたジンジンが、そうつぶやいた。


    「ジンジンなにが？」


    「心しん頭とうを滅めつ却きやくすれば火もまた涼しと。兄さんと禅ぜんを組んで鍛きたえ直してきましたからね。このくらいの暑さでは僕の集中力は途と切ぎれません」


    「自じ慢まんしろなんて言ってナイよ。なにが終わったって？」


    「いま宿題をすべて終えたところです。これで僕は明日あしたからフリーダムです」


    「うっわ。夏休みの宿題ぜんぶ最初にやっちゃう派がココにいたよ。カワイクないよ」


    「どうせ最後のほうで健けん太たの宿題を手伝わないとなりませんからね」


    「その理由だったら許きよ可か。カワイイねー。健けな気げだねー」


    「内ない助じよの功こうですわね」


    　聖羅が二つグラスを持ってきたうちの片方をジンジンの前に置く。


    　ジンジンはそのグラスと聖せい羅らの顔とを交こう互ごに見比べてから、「いただきます」と小さく口にした。最後の一個の氷こおりが、ジンジンのグラスのほうにぷかぷかと浮かんでいる。


    「しかし……、あつい……」


    　霞かすみが机つくえの面めんに戻っていった。べったりとはりついて、ぐんにゃりと長くなる。


    　耳を澄ますと、遠くから、ばしゃーん、という水音と、ぴーっという笛ふえの音が聞こえてくる。水泳部が部活動をやっている音だ。


    「いいなー……、水泳部……」


    　夏の間のプールは水泳部の独どく占せん状態だ。


    「あたしたちもプール使いたいよねー……」


    「しかたがないんじゃないんですか。水質管理から掃そう除じまで、なにもかもぜんぶ彼らの仕事で、色々と大変みたいですから。部外者がちゃぱちゃぱ水遊びに来られたら迷めい惑わくでしょう」


    「うっわ。ジンジン。オトナ回答。カワイクなーい……」


    「すいません。じゃあそうだ……。皆でプールでも攻せめにいきませんか」


    「うーん……」


    　霞はうなった。


    「きっと混んでるぜー。市民プール。あと次の回、二時間後なー」


    　ケンケンがマンガを読みながらもしっかり言ってくる。あんど。プールの時間もしっかりチェックしている。


    「むー……」


    　霞はまだうなっている。


    　腕うで組ぐみをして、さっきからむずかしい顔を続けている。


    「……なんかちがうんだよねー」


    「なんかって、なんでしょう？」


    　むずがっている霞に、ジンジンが辛しん抱ぼう強く問いかける。


    「プールに行きたいから、プールに行くんだと、それじゃあたりまえだよね」


    「あたりまえですよね」


    「我われ々われ、訓練されたＧグツＪジヨ部ぶ部員は、もうちょっとほかに、やるべきことがあるんじゃないかと。あたりまえじゃなくて、非ひアタリマエな方面に侵しん攻こうするべきかと……」


    「非アタリマエって、なんでしょう？」


    「うーん……」


    「プール行きたいならプール行くしかないじゃないですか。あたりまえかもしれませんけど、それは仕方ないですよ。そうじゃなければ自分たちでプールを作るしかないですよ」


    　ジンジンの何なに気げない一ひと言ことに、霞の目はくわっと見み開ひらかれた。


    「それだ！」
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    「おっはよー！」


    　次の日の昼下さがり。元気のよい声とともに、霞かすみは部室に現あらわれた。


    　大きな荷物を霞は持ってきていた。ポスターみたいな大きさの白い紙だ。ぐるぐると巻いて筒つつにしてあった紙を、大だい々だい的てきに、壁かべへと貼はり出す。


    　踏ふみ台にしていた机つくえの上からぴょんと飛び降りて──霞は、高らかに声を張りあげた。


    「これが我われ々われのプールです！　構想ひと晩！　設計図がここにあります！」


    　白い紙に大きく描かれたのはプールの図解だ。タイトルは「ＧグツＪジヨ部ぶ大プール大図解」。


    「デッケー！　カッケー！」


    　最初に反はん応のうしたのはケンケンだ。オリンピックプールもかくやという、その大きさに反応している。図には縦たて百メートル。横よこ五十メートルとか書きこんである。


    『あっ。これクマさん？』


    　プールの片かた隅すみで泳いでいるクマさんに反応したのはジル。


    「あたし調べたんだー！　クマって泳ぐよね？　よねよねっ？」


    「うん。泳ぐよ。上じよう手ずだよ。水好きだよ」


    　にこにこ笑顔で反応したのは、ケンケンとジルのふたりだけで、残りの数名は、しんみりとした顔だ。お葬そう式しきの顔ともいう。


    「セラちゃんもジンジンもこもりんも、なにか言ってよー。なんでも言ってーっ！」


    「お茶淹いれますね。──小こ森もりです」


    　小森さんがまず逃げた。上手にエレガントに場ばを乱みだすことなく、真っ先に逃走する。


    「これって総工費。どのくらいかかるのかしら。わたくし最近お金のことを勉強しはじめたのですけど。ざっと見み積つもって何億円もかかりそうですわよね。これ」


    「僕もよくわかりませんけど。そんなもんじゃないですか」


    「えっ？」


    「あと建設事業に関してはわたくしノータッチなのですけど。森もりの人じん脈みやくを活用して業者をしばき倒しても、夏休み中に完成するのかしら。これ」


    「森さんってすごい人なんですね。すれ違い的にしかお会いしたことはないんですけど」


    「えっ？」


    「ああ。四しノの宮みや先せん輩ぱい。僕からもひとつだけ。ここのところ。直線は定じよう規ぎ使って引いたほうがいいですよ。フリーハンドだと線がガタつきますし。まあ直線なんだろうって見当つきますが」


    「えっ？」


    　霞の顔に、たらーりと汗あせが伝い落ちてゆく。


    「そもそも一番の問題点は──ですね。どこに作るんでしょうか。これ」


    「うちの学校の校舎に、まず、どいていただかないとなりませんわねぇ……」


    「え～っ……？　だめぇ？」


    　霞かすみは妹いもうと道どう奥おう義ぎ《おねだりのポーズ零式》を繰り出したが、聖せい羅らとジンジンは揺ゆるがない。


    「僕はてっきりビニール製のプールでも膨ふくらませるんだと思ってましたよ」


    「子供じゃないよ！」


    「僕らは子供でしょう。オリンピックプールの建設は、すくなくとも無理ですよ」


    「そっかー……」


    　霞はがっくりとうなだれた。しょんぼりとなった。周しゆう回かい遅おくれくらいで、ようやく皆のところに理解が追いついた。


    「まあ。きっとこんなことだろうと思いまして。プランＢを用意してきたんですけど」


    　ジンジンは相あい棒ぼうであるケンケンに顎あごをしゃくった。二人がかりで、よいしょっとばかりに、部屋の隅すみから大きな包つつみを運んでくる。すごく大きな青いブルーシートだ。工事現場で使われるようなやつ。丸められていてもかなりの大きさだ。広げれば縦たて横よこ何メートルにもなりそうだ。


    「こいつは──俺おれ俺！　近所の土ど木ぼくのおっちゃんに、わけてもらったんだぜー！」


    「四しノの宮みや先せん輩ぱいではないですが。僕も図面を引いてきました」


    　定じよう規ぎを使ってぴしりと描かれた図面が出てくる。


    「地面に穴あなを掘ります。このブルーシートを敷しいて防水します。このプランならば本日中に落らく成せいが可能かと思われます」


    「あな？　穴掘るって……？　それってなんかしょぼくない？」


    「だめですか。たしかに校庭に勝手に穴を掘ったら怒おこられそうですしね。まあそんなこともあろうかと。次のプランです。穴を掘るのではなく、枠わくとなるものを地上に用意して、そこに水を溜ためるのはどうでしょう。そして枠ならば、もうすでに……。ここにあるじゃないですか」


    　ジンジンは両りよう腕うでを広げた。


    「どこ？　どこにあるって？」


    　霞はきょろきょろと周囲を見回す。しかし目に映うつるのは物の少ない部室ばかり。


    「僕らはすでに持っているじゃないですか。十二畳じようほどの広大な空間を。四方を壁かべに囲かこわれた、およそ五・四かける三・六メートルもの空間を、もうすでに保有しているではないですか」


    「部室？　え？　部室に水溜めちゃうってこと？　ええーっ!?　水みず浸びたしになっちゃわない？」


    「そのためのブルーシートです。防ぼう水すいすれば理論上は充分に可能なはずです」


    「よ、よし！　じゃあそれでいこう！」


    　部室をプールにしちゃうというＧグツＪジヨ部ぶ的発想に、霞が感かん銘めいとともに、決断をしたとき──。


    「ちょ～ぉっと、待つんだぞ～」


    　のんびりとした声が、部室の入り口から聞こえてきた。
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    「だれだ！」


    　霞かすみが鋭するどい声をドアに向けた。


    「通りすがりのイケメン教師だ～」


    　誰すい何かの声に応こたえて、身長のある男性が姿を現あらわす。ジャージ姿の男性教師は、ＧグツＪジヨ部ぶの顧こ問もんであり、霞の担任でもある一いち文もん字じ先生だった。


    「いやぜんぜんイケメンじゃないしー。通りすがったっていうのもぜんぜんウソだし。だってセンセ、さっきからドアの外でずっと出番窺うかがっていたよね」


    「バレてたか。先生、気け配はいを殺していたんだが～。四しノの宮みやはけっこう凄すごいやつなんだな～」


    「だってこもりんがお茶を七人分用意してるしー」


    「先生。お茶をどうぞ。──あと〝こもりん〟ではなく小こ森もりです」


    　小森さんが氷こおりを浮かべたアイスティーを差し出す。


    「──はっ。いただきます」


    「飲んでるし。センセすこしは遠えん慮りよしようよ。あとなんでこもりんのときだけ調子ちがうの？」


    「先生。父ふ兄けいにはきちんとできる人間だぞ～。──いつもご苦労をおかけしています」


    「いえいえそんなこちらこそ。──先生には本当によくしていただいております」


    　小森さんも小森さんで、先生のワケのわからないノリに合わせて、父兄っぽくお母さんっぽくお辞じ儀ぎをとりかわす。その隣となりでは、いつの間にやら姿を現した、赤い絣かすりの着物の童どう女じよ──蛍ほたるが、なにかの遊びと勘かん違ちがいして、同じようにお辞儀を真ま似ねしている。


    「それで──なんの用なの？　センセ。そのお茶早く飲んで用件言って帰ってよ。呼ばれてないのに来ちゃいけないって普通幼稚園の砂場あたりで習わない？　習うよね」


    　霞はあくまでも冷たく応おう対たいした。このまえやって来たときには、自分は昔世界を救すくったことがあるとか、どーだとか。ヨッパライでももうちょっとヒネってくるだろお、というカンジのヨタ話ホラ話をやっていった。それはそれでオモシロかったが──いまＧＪ部に吹いているブームの風は、プールの色をしているのだ。大人おとなを接せつ待たいしているバアイではない。


    「はっは。四ノ宮は手て厳きびしいなぁ～。顧問が部活を心配しちゃいけないことはないと思うぞ～」


    「心配いらないって。あたしたちちゃんとできるし。いまだってジンジンがこうして設計図を書いてきてくれてるし」


    　机つくえの上にある現実的なプール図面を、ばしばしと叩たたく。


    「じゃあ。水。どうするつもりなんだ～？」


    「水道あるでしょ。そこから引くよ」


    　なにそんな当たり前のことを。バッカじゃないの。


    「水道代とか。けっこうかかるぞ～。学校のプールでも水溜ためて満タンにすると水道代だけで十万円はかかるんだぞ～。このサイズだと二万円くらいか～？」


    「えっ？」


    　急に具体的な大たい金きんの話が出てきて、霞かすみはぎょっとなった。水ってタダじゃないんだ……。まえに部室に畳たたみを敷しいて和のスペースにしよう──と盛もりあがったときにも、新品で何十マンエン、とかいう現実的な大金の話に、一中学生として、なすすべもなく撃げき沈ちんされてしまったが。


    　またか。今回もなのか。大人おとなのルールが後あと出だしジャンケンみたいに出されてきて、またＧグツＪジヨ部ぶの前に立ちはだかるのか。


    「あと強きよう度ど計算しといたほうがいいぞ～。水ってすごい重いぞ～。部室倒とう壊かいとかになったら、大変だぞ～。愉ゆ快かいだぞ～」


    　部室がバラバラになっている光こう景けいが、脳のう裏りに浮かぶ。ぜんぜん愉快でもなんでもない。


    「……どうしよう？」


    　急に心配になってきて、霞は皆の顔を見回した。


    「まー水道代のほうは先生が校長センセに泣きついておくから平気だぞー」


    「泣きつくんだ」


    「あと誰かトンカチ使えるか～？」


    　ケンケンとジンジンの二人が、おそるおそる手を挙あげる。


    「壁かべの下のほう。板と釘くぎとで、しっかり補ほ強きようしておけば平気だろ～。足りない材料があったら、ここで貰え～。先生の大親友だ～」


    　一枚の名めい刺しが机つくえの上を滑すべってくる。それを受け取ったケンケンが「ブルーシートくれたおっちゃんだ」とつぶやいている。ジンジンはスマホを取り出して調べものをしている。さっき先生の言っていた「強度計算」とかいうのだろう。


    「センセ。見直しちゃったよ……。ただの空気読めない痛いたい大ボラ吹きだと思ってたー」


    「はっはっは。おだててもなんにも出ないぞー」


    「あ。センセ。紅茶飲んでいいから。こもりん。おかわりついであげてあげて、どんどんあげて。てゆうか。あたしがついであげるー。ほら早く飲んでそれ」


    「はっはっは。接せつ待たいが上じよう手ずだなー。四しノの宮みやも～。ジェラルディンも～」


    　霞とジルと〝綺き麗れいどころ〟に囲かこまれても、先生はいつもの細い目のままで微み塵じんもデレない。


    「ま～。先生はこれでも顧こ問もんだからな～。教え子でしかも女の子がピンチになってるときには～、そこにいないと～、ヒーロー失しつ格かくだものな～」


    「なに言ってるかあいかわらずワケわかんないけど。ほら飲んで飲んで～。──んで、それじゃあセンセ。色々お願いねっ♡　校長センセに泣きついて水道のほうとかよろしくねっ♡」


    「おう、と言いたいところだが～……。条件がある」


    　先生はそう言った。

  


  [image: ]



  
    夏休みな日々④

    


    [image: ]


    「お～ほほほ～！　つかまえてごらんなさあぁ～～～い」


    　くねくねと身をくねらせて、いや～んな感じに、先生が走る。


    「うおー！」


    　ケンケンが飛びかかるが、ひょいと避さけられてしまう。勢いきおい余ったケンケンは顔から地面に突っ込んでしまった。ぺっと砂を吐はいて起きあがるなり、ケンケンは叫さけんだ。


    「くっそぉ！　ケン拳ケン３倍だぁ！」


    　スピードとパワーが何倍にもなるという怪あやしい技わざを、ケンケンは〝ケン拳ケン〟と名付けている。ジルから教わったもののはずなのに、勝手に自分の名前を付けちゃっている。


    　その名前と効果の信しん憑ぴよう性せいはともかくとして──。


    　しかし先生にはぜんぜん通用しない。さっきと同じように無む造ぞう作さに避けられる。


    「お～。渋しぶ井いはなかなか筋すじがいいな～。しかし３倍じゃ～。まだまだ捕つかまってやれないな～」


    　先生はぜんぜん真ま面じ目めにやっていない。遊んでいる。いや遊んであげているのは霞かすみたちか。


    　これが〝条件〟なのだった。


    　先生が手伝ってくれる〝条件〟として出してきたのが、「先生をつかまえてごらん」というものだった。六人がかりでも、蛍ほたるを入れて七人がかりでも、構かまわないという。そんなしょーもない条件のために、霞たちは汗あせまみれで鬼おにゴッコをやらされているのだった。


    　ガキ。ほんとガキ。


    　しかしこれがなかなかに手て強ごわい。運動神経抜ばつ群ぐんのはずのケンケンが、ドジっ子に見えるほど。


    「……仕方がありませんね」


    　ジンジンがずいっと前に足を踏ふみ出した。眼鏡めがねに手を掛けて、それを外はずす。


    「出たッ！　なんとか流の奥おう義ぎッ！　ええと──！　心しん眼がんっ！」


    「横よこ溝みぞ流りゆう柔じゆう剣けん術じゆつですわ」


    　眼鏡を預あずけられた聖せい羅らがそう言う。ジンジン本人のほうは、すでに先生に向かっている。目を閉とじてはいるものの、その足取りには、まったく乱みだれがない。流れる水のように流りゆう麗れいだ。


    　だがしかし──。


    　やっぱり、ひょいっと避けられる。そして足を出されて、すってんとコケさせられる。


    「あれっ？」


    「やー……、たー……」


    　尻しり[image: ]もちをついているジンジンのその脇わきを、蛍が駆かけてゆく。とてとて、ノロノロ、やー、たー、とばかりに、満まん面めんの笑顔で先生のことを追いかける。それもやっぱり先生は避ける。


    　幼よう女じよとおんなじレベルの男だん子し二名のふがいなさに、霞はモアイ像の顔になった。


    「ケンケンとジンジンって……。じつは弱かったんだね……。このあいだの決けつ闘とうって、じつはものすご～く、低レベルの戦たたかいだったんだね～……」


    「どした～？　先生、まだ目も開あけてないぞ～？」


    「聖せい羅ら様さま。私。本気を出しても構かまわないでしょうか？」


    　次の刺し客かくに立ったのは小こ森もりさん。聖羅が「許きよ可かします」と許ゆるしを与えてからの小森さんは凄すごかった。びゅごおおお、と、物凄い早さで手が伸びる。何本にも分ぶん裂れつして見えるほどの速はやさだ。


    「はっはっは～。父ふ兄けいの参加はずるいですな～」


    　しかし先生は、何本にも見える小森さんのその手を、ぜんぶ弾はじき落としてみせた。


    　ケンケンたちと違って小森さんは〝触さわる〟ことまでできていた。だがそこまでだ。捕つかまえないと勝ちにはならない。


    　攻こう防ぼうを続けるうちに、小森さんのスピードはだんだんと落ちてきて──。しまいには、しゃがみこんでふうふう言ってしまった。


    「スタミナに問題ありですな～」


    「……精しよう進じんします」


    「セラちゃん。……つぎ、やる？」


    「小森が敵かなわない相手なら、わたくしが面めんをかぶっても無理でしょうね。嘉か納のう治じ五ご郎ろうと宮みや本もと武蔵むさしがさっきから出せ出せと、耳みみ許もとでうるさいのですけど」


    「わたし。やるよ。」


    　ホワイトボードを投げやって、ジルがそう言う。その目にはすでに野や生せいの輝かがやきがともっていた。二本の足をしっかりと大だい地ちに根づかせて呼吸を行おこなう。大地と大たい気きとが震ふるえはじめる。


    　霞かすみたちの目は、たしかに見た。ジルの足あし下もとの小石が舞い上がってゆくのを──。


    「お～。なかなかだな～。それはあれか～。北のほうのあの種族の闘とう法ほうだな～」


    　どん──と。地面を足の形に窪くぼませて、ジルがダッシュした。ものすごいタックルだ。


    　こんどは正面からがっぷりと組みあった。だが、捕とらえたか、と思ったのも束つかの間ま──。


    　ぽいっと、脇わきにうっちゃられてしまう。


    「はっはっは～。ジェラルディン～。元気がいいのは～いいぞ～。でも、ぱんつ丸見えだぞ～」


    　転ころんでいたジルが、飛び起きて、スカートの裾すそを押さえにかかる。


    「このセクハラ教師ッ！　つぎの相手は──ッ！　あたしだーっ！」


    　ＧグツＪジヨ部ぶ最後の戦士──霞には、ひとつの〝策さく〟があった。その策とは──。


    「ああーっ!?　あんなところに先生の奥さんがっ!?　なんか凄いコワイ顔をこっち向けてる!?」


    「ごめんなさい江え利り香かさん！　なんだかわからないけどすいません!!　俺おれが悪かったあぁ!!」


    　マッハの勢いきおいで先生は土ど下げ座ざした。


    　霞は歩いてゆくと、その背中に、ぽんと片手を置いた。


    「センセってやっぱ恐きよう妻さい家かだったね。はい。つっかま～えたっ♡」
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    夏休みな日々⑤
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    「ああーっ……。ゆるふわだねえ」


    　ビーチマットにその身を預あずけて、日ひ向なたと日ひ陰かげの境さかい目めのところにぷかぷかと浮かびながら、霞かすみはのんびりとつぶやいた。


    「風ふ情ぜいがありますわね。本当に……」


    　返事を返した聖せい羅らは、プールの中央付近にあるわずかばかりの陸りく地ちに寝そべっていた。


    　陸地の広さは、ちょうど机つくえにして六個分。水すい没ぼつしきっていない机が、いい具ぐ合あいに〝島〟を作っている。


    　ちりんちりんと、綺き麗れいな音ね色いろがときおり響ひびく。うつぶせになった聖羅は、持ちあげた片かた脚あしをぷらぷらと揺ゆらした。物もの憂うげな視線を窓まど辺べに向ける。


    　誰が取り付けたのやら、ガラス細ざい工くの風ふう鈴りんが、ちりんちりんと、夏の風ふう物ぶつ詩しを奏かなでている。


    「ジルちゃん長いね。三分？　四分？」


    「五分は超こえていると思いますわよ」


    　足と同じリズムでポニテを揺らして、聖羅が答える。


    　二人の中ちゆう間かんにあった水が、いちど大きく盛もりあがってから、ざっぱりと割れた。


    　金きん色いろの前髪を水とともにかきわけて、ジルが笑顔を覗のぞかせる。


    「ジェラルディン先せん輩ぱい。五分十三秒です。新記録ですよ」


    　本を置いてスマホを取りあげ──ジンジンが計けい測そくしていたタイムを告つげる。


    　ジルという娘は、カナダ育ちで泳ぎはまったく苦にが手てとしているが、このように潜せん水すいであれば得意な娘こ。浮かぶ必要はないわけだ。沈しずんでいればいいわけだ。部室を器うつわにして水を溜ためたＧグツＪジヨ部ぶプールは、窓の高さまでしか水がない。溺おぼれる心配もない。


    　安全で安心で、そして安あん泰たいかつ安あん楽らくかつ安あん穏のんなＧＪ部プールに、霞と聖羅は寝そべっていた。ジンジンは半はん水すい浴よくで読書中。ケンケンは壁かべに手を突いてバタ足で水の循じゆん環かんポンプをやっていて、小こ森もりさんはいつもと同じ隅すみっちょのところで、半分水没しながらサスペンド中。あと蛍ほたるちゃんは赤い絣かすりの着物のかわりに、白い襦じゆ袢ばんでちゃぷちゃぷにこにこ。こんなときにもやっぱり着物。


    　なんだかんだで、二日ほど掛かってしまったが──。ＧＪ部はプールを手に入れていた。


    　まず部室のなかにあった物を、全部、表おもてに出した。それから部室の壁を補ほ強きようした。真まっ青さおなブルーシートを部室の内うち側がわに張り渡した。そうやって概がい算さん二万リットルもの〝器〟を作っておいてから、ホースを引いてきて水を溜めた。これがまた時間が掛かった。何時間待ってもぜんぜん溜まらない。しかたがないので、一ひと晩ばん、蛇じや口ぐちを開あけっ放しにしておいて、翌朝になってやってきたら、それでようやく満タンだった。


    　念願のプールを手に入れて、気分は格別だった。


    　夏で。


    　水着で。


    　マイ・プールなのだ。


    　いや。複数形で所しよ有ゆう格かくだから、アワー・プールか。ま。どーでもいっか。


    　好きに使ってかまわない。ビーチマットを浮かべて、あるいは寝そべりながら足先とポニテの先を揺ゆらして、くつろいでいればいい。


    　そして小こ森もりさん完かん備び。その意味するところはドリンク完備。


    　本日の気温は三十三度。天気は快晴。空は抜けるように青くって、太陽はさんさんと輝かがやいている。直視なんて不可能な眩まぶしさだ。だけどまったく暑くはない。もう一生ここにいたい感じ。


    　八月は、まだまだ、たっぷり一か月ほど残っている。いっそ住みついちゃおっか。ここに。


    「あ。先生だ」


    　霞かすみは言った。たるみきったジャージ姿の一いち文もん字じ先生が、校庭を横切っていくところだった。


    「お～い。おまえら～」


    「なーにー？」


    　先生は手を振ってくる。霞も手を振り返す。色々あったから、もう、キタナイとかバッチイとか用事もないのに来ないでよねとか、あんまり言わない。


    「夕方には家に帰れよ～」


    「ちぇっ」


    　先生にはしっかり見み透すかされていた。霞は舌打ちをひとつした。


    「おっ。そうだ。こてさしゅのやつも、あとで来るってさー。いま水着買ってるってさー」


    　ケンケンの声に、ふーんと返事して、霞は思い立ったように皆に言った。


    「あたしも、りっちゃんとか、呼んでいい？　あとジンジンも──しょこたんとか、テッシーとか、あとナナセさんだっけ？　呼んだら？　呼んだら？」


    「大学生はそれほど暇ひまじゃないと思いますけどね。いちおうメールしておきます」


    「あ！　そうだ！」


    　ひとつ大変なことに気がついて──。霞は大声を張りあげた。


    「みんな！　みんな！　こっち来て！　ここ集まって！」


    　きょとんとしている皆を、霞は大急ぎで呼び集めた。


    「ほらセンセもこっち来て！」


    　先生も呼び寄せる。窓まどからぐいっと首っ玉を引っぱり込む。


    「あれやってなかった！　忘れてた！　あれやらなきゃ！　あれ！」


    　皆には〝あれ〟でしっかりと通じる。


    　横に皆で並んで、タイマーセットしたスマホのカメラに向かって──。一いつ斉せいに──。


    「ぶいっ！」
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    　　あとがき


    



    　二度目の夏がやってまいりました。


    　霞かすみたちは最上級生であることに慣れて、ケンケンたちも二年生に慣れて堂々としてきたように思います。


    　新部室もゲット。部室に居ついている[image: ]なぞの童女やら、顧こ問もんの先生やら、小こ手て指さしさんやら、恋愛師し匠しようやら、お客さんを迎えつつ、霞たちは二年目の夏を謳おう歌かしております。


    



    　さて。ではまず恒こう例れいの取とり扱あつかい説明から。


    　往年のＧグツＪジヨ部ぶ読者──あるいはＧＪ部部員の方々にはすでにわかりきった説明となりますが、どうかご容よう赦しやください。


    　この巻からひょいと手に取られた方のために、毎回欠かさずやるようにしています。そういう読みかたができてしまうのもＧＪ部という作品の特徴であるかと。


    　本書は四コマ小説です。ゆるふわ中学生ライフを満喫できる三十六話の読み物です。


    　カバンやポケットに忍ばせて、通勤通学の友に。また授業や塾の合間の休憩時間に、さくっと一話読んでリフレッシュ──なんていう用途に使われると、効果絶大だと思われます。


    　つづきましては、元ネタリスペクトのコーナーです。


    　……が。じつは今回はあんまりないのです。


    　ああそうだ。ケンケンがマイブームになっちゃっているのは、あれは仮面ライダーです。ウィザードとフォーゼとオーズあたり。ちなみに変身アイテムがメダルなのがオーズで、スイッチがフォーゼで、リングがウィザードだそうです。（ケンケン談）


    　あと「てってけてけてけー、ぱふ♪」のテレビ番組は「笑しよう点てん」です。「座ざ布ぶ団とん取れ」の元ネタは「大おお喜ぎ利り」というコーナーですね。


    　あと「カレーは飲み物」というのは、太ったタレントの方たちがよく口にされるネタでして──オリジナルは故ウガンダ・トラ氏であるそうです。


    　今回の元ネタはマンガやアニメと関係なかったですね。


    



    　つづきましては、次回予告など。


    　次巻は秋となります。刊行サイクルはいつも通り三か月後の予定で、秋も深まる十月となります。


    　ちょっとした変化はだんだんと降り積もってきておりますが、秋のＧＪ部中等部は、たぶんまだいつも通りです。


    



    　さて著者サイトのお知らせです。


    　恒こう例れい、二次元バーコードです。カメラ付き携帯もしくはスマホでご覧ください。アンケートなどをやってます。いまＧグツＪジヨ部ぶ中等部は、日常か恋愛かの岐き路ろにさしかかっています。霞かすみたちの中学生ライフがどちらに転がってゆくのか、作者にも見えていない状況です。ぜひご意見をお寄せください。


    　ところでこの二次元バーコードを張り始めた頃には、世の中はまだまだケータイの時代だったのですが。最近はだんだんとスマホが主流となってきているみたいです。このあいだ携帯ショップに機種変に行ったのですが、ガラケーの機種がえらい少なかったです。かくゆう新木も音声通話はガラケーですが、ネット用にスマホも持ち歩くようになりました。ギャラクシーノートです。ペンで手書きがすっげえ便利です。メモ帳持たなくなりました。アイディアメモはぜんぶスマホに書きこんであります。


    



    ↓携帯電話の方はこちらからどうぞ


    http://www.araki-shin.com/araki/keitai.htm


    ↓パソコンなどフルブラウザ専用ページ


    http://www.araki-shin.com/
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    Shin Araki


    



    キャラクターをこよなく愛するラノベ作家。引っ越し先の日当たり良好の新天地にて、ベランダ栽培を再開する。今年の夏の栽培物はキュウリとシシトウ。しかしキュウリって成長早いですわー。小さな実がついたと思えば、数日でスーパーでおなじみの形と大きさに化けますわー。
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